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固定資産税第1期／5月31日
国民健康保険税普通徴収第１期／5月31日

３歳児健診（改
善センター）／
法律相談（のぎ
く荘）

ＥＭ配布日

道路品評会

一日一汗運動
／魚つかみど
り大会

人権相談（のぎ
く荘）／村政報
告会（改善セン
ター）

ＥＭ配布日／
村政報告会（河
原小体育館）

幼年消防クラ
ブ結成式／村
政報告会（改善
センター）

西原中体育祭 寿生大学（改善セ
ンター）／お誕生
学級・ひよこ学級
（改善センター）／
心配ごと相談（の
ぎく荘）

発災対応型訓練 ＥＭ配布日 女性セミナー
（生涯学習セ
ンター）

23 広報西原５月号

平成23年度
西原村一般会計当初予算及び主要施策の概要
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★平成23年度の主要施策（平成22年度からの繰越事業含む）

広報西原５月号

　平成23年度一般会計当初予算が、第１回西原村議会定例会（３月議会）において
可決され、成立しました。総額27億8,256万円で（前年度当初予算比2,285万円
増）0.8％の増となっております。
　厳しい財政状況の中で、予算編成を行いましたが、今後、国・県の施策等に対応
しながら取り組みを進めていきます。

☆「共生・協働」の福祉の村づくり
①福祉タクシー料金助成事業（継続）
②インフルエンザワクチン接種補助事業（継続）
③子宮頸がんワクチン・ヒブ・小児肺炎球菌ワクチン接種補助事業（新規）
④役場庁舎にエレベーターの設置（障がい者と高齢者に優しい庁舎）（繰越事業）（４月利用開始）
⑤住民相談室設置事業（繰越事業）
⑥電話相談設備整備事業（繰越事業）

☆子育て応援・高齢者支援
①子ども医療費助成対象の拡大（小学校３年生までを、小学６年生（12歳）までに拡大）
②山西小学校学童クラブ施設新築事業（新規）
③敬老会開催費助成事業（継続）
④敬老祝い金支給事業　88歳・100歳（継続）

☆企業誘致の推進及び定住促進
①映画村誘致の促進
②光通信（光ブロードバンド）整備事業の推進
③公営住宅長寿命化計画策定事業（新規）
④河原地区賃貸住宅建築融資利子補給補助事業（平成27年度まで延長）

☆農業振興及び農商工連携による地域ブランドづくりの推進
①農業振興連絡協議会を中心に異業種も一体となり推進
②農業塾の開設（継続）

☆地域づくりの推進
○地域づくり補助事業（継続）

☆安全安心な村づくり
①西原駐在所移転事業（県事業）（平成23年度中に完成予定）
②高遊原南消防署西原出張所建設事業の推進（平成24年10月開所予定）
③防犯灯の設置推進（主要通学路）（繰越事業）
④冠水対策事業（調整池の整備）
⑤移動系無線整備（デジタル化）事業（繰越事業）
⑥村道補修・改修事業（繰越事業）

☆教育施設等の整備
①生涯学習センター（山河の館）図書室の活用推進（書籍の充実）
②山西小学校理科教室等改修事業（繰越事業）

☆二酸化炭素削減対策
○一般住宅用太陽光発電システム設置補助事業（継続）

☆土地利用の適正誘導
○西原村開発行為等の基準及び手続きに関する条例（平成22年４月制定）の推進

平成23年度平成23年度
西原村一般会計当初予算及び主要施策の概要西原村一般会計当初予算及び主要施策の概要

平成23年度
西原村一般会計当初予算及び主要施策の概要
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・計画的な財政運営をするため、税収、その他歳入の
安定性の程度に応じ財源を積み立てたり、財源不足
の場合に取崩したりするものです。
・この村の貯金である基金は、平成16年度の８億
2,713万円から年々増加傾向にあります。

積立基金現在高の推移積立基金現在高の推移積立基金現在高の推移積立基金現在高の推移積立基金現在高の推移
・学校・道路などの施設整備に充てる財源として活用
される村の借金です。
・この地方債（借金）は、平成15年度の49億8,902
万円をピークに、年々減少傾向にあります。

　村が自主的に収入することができる財源
で、村税、使用料、手数料、財産収入、繰
入金などです。

村 税
分 担 金 等
財 産 収 入 等
繰 入 金
繰 越 金
譲 与 税 等
地 方 交 付 税
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
村 債

歳 入 合 計

歳入科目

自
主
財
源

依
存
財
源

平成23年度
6億4,350万円
5,822万円
5,349万円
1,500万円
6,000万円

1億5,018万円
11億7,000万円
1億9,594万円
1億7,768万円
2億3,570万円
27億5,971万円

6億4,549万円
5,436万円
4,989万円
1,550万円
6,000万円

1億4,124万円
12億460万円
2億898万円

2億1,240万円
1億9,010万円
27億8,256万円

199万円
△386万円
△360万円
50万円

－
△894万円
3,460万円
1,304万円
3,472万円

△4,560万円
2,285万円

0.3%
△ 6.6%
△ 6.7%
3.3%
－

△ 6.0%
3.0%
6.7%
19.5%

△ 19.3%
0.8%

平成22年度 増減額 増減率

自 主 財 源
依 存 財 源
　 計 　 

歳 入 科 目 平成23年度
8億3,021万円
19億2,950万円
27億5,971万円

8億2,524万円
19億5,732万円
27億8,256万円

△497万円
2,782万円
2,285万円

△ 0.6%
1.4%
0.8%

平成22年度 増減額 増減率

【自主財源】

　国や県から交付される財源などで, 地方交
付税、国庫支出金、県支出金、地方譲与
税、村債などです。

【依存財源】
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億億
積
立
・
取
崩
額

年
度
末
現
在
高

平成22年度平成18年度

積立基金の推移 地方債現在高の推移

平成19年度 平成20年度 平成21年度

8億7,6738億7,673
万円万円

8億7,673
万円

6,800万円6,800万円6,800万円

300万円300万円300万円

2億2,720万円2億2,720万円

2億1,309万円2億1,309万円

1億8,690万円1億8,690万円

2億2,720万円

2億1,309万円

1億8,690万円 1億9,590万円1億9,590万円1億9,590万円

1億6,583万円1億6,583万円1億6,583万円

1,500万円1,500万円1,500万円
0万円0万円0万円

1億0,999万円1億0,999万円1億0,999万円

9億9,5639億9,563
万円万円

11億5,84611億5,846
万円万円

9億9,563
万円

11億5,846
万円

12億5,34512億5,345
万円万円

12億5,345
万円

積立額
取崩額
年度末現在高　
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発
行
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・
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金

年
度
末
現
在
高

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

3億3,4903億3,490
万円万円

1億5,7001億5,700
万円万円

1億3,100万円1億3,100万円

5億5,3695億5,369
万円万円

5億6,3585億6,358
万円万円 5億3,3595億3,359

万円万円

3億3,490
万円

1億5,700
万円

1億3,100万円

5億5,369
万円

5億6,358
万円 5億3,359

万円

1億9,410万円1億9,410万円

5億2,9075億2,907
万円万円

1億9,410万円

5億2,907
万円

平成22年度

3億2,720万円3億2,720万円

5億2,4795億2,479
万円万円

3億2,720万円

5億2,479
万円

43億9,02243億9,022
万円万円

39億8,36439億8,364
万円万円

35億8,10535億8,105
万円万円

43億9,022
万円

39億8,364
万円

35億8,105
万円 32億4,60832億4,608

万円万円
32億4,608
万円

30億4,84930億4,849
万円万円

30億4,849
万円

14億4,93514億4,935
万円万円

14億4,935
万円

地方債現在高の推移地方債現在高の推移地方債現在高の推移地方債現在高の推移地方債現在高の推移

借入額
返済額（元金）
年度末現在高　

自主財源
8億2,524万円
29.7%

分担金等
5,436万円　2.0%

財産収入等
4,989万円　1.8%

繰越金
6,000万円　2.2%

繰入金
1,550万円　0.5%

国庫支出金国庫支出金
2億898万円2億898万円
7.5%7.5%

国庫支出金
2億898万円
7.5%

県支出金県支出金
2億1,240万円2億1,240万円

7.6%7.6%

県支出金
2億1,240万円

7.6%

村債
1億9,010万円
6.8%

依存財源
19億5,732万円

70.3%

村税
6億4,549万円
　　　23.2%

地方交付税
12億460万円
43.3%

譲与税等
1億4,124万円　5.1%

扶助費
3億7,651万円
13.5%

補助費等
5億1,634万円
18.6%

物件費
3億3,806万円
12.1%

その他の経費
10億6,798万円

38.4%

投資的経費
1億1,401万円

4.1%

衛生費
2億6,576万円
9.6%

平成23年度
歳入予算概要
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積立基金現在高の推移積立基金現在高の推移

義 務 的 経 費
投 資 的 経 費
そ の 他 の 経 費

計

歳出科目
15億7,657万円
1億3,772万円
10億4,542万円
27億5,971万円

16億57万円
1億1,401万円
10億6,798万円
27億8,256万円

2,400万円
△2,371万円
2,256万円
2,285万円

1.5%
△ 17.2%

2.2%
0.8%

増減額 増減率

人 件 費
扶 助 費
公 債 費
普 通 建 設 事 業
災 害 復 旧 事 業
物 件 費
維 持 補 修 費
補 助 費 等
積 立 金
繰 出 金 等
予 備 費

歳出科目（性質別）

歳　出　合　計

義務的
経　費

投資的
経　費

その他の
経　　費

平成23年度
7億1,202万円
3億7,651万円
5億1,204万円
1億1,400万円

1万円
3億3,806万円
4,544万円

5億1,634万円
520万円

1億4,752万円
1,542万円

27億8,256万円

平成22年度

平成23年度 平成22年度

6億7,837万円
3億2,398万円
5億7,422万円
1億3,771万円

1万円
3億3,093万円
4,093万円
5億869万円
578万円

1億4,363万円
1,546万円

27億5,971万円

3,365万円
5,253万円

△6,218万円
△2,371万円

－
713万円
451万円
765万円
△58万円
389万円
△4万円

2,285万円

5.0%
16.2%

△ 10.8%
△ 17.2%

－
2.2%
11.0%
1.5%

△ 10.0%
2.7%

△ 0.3%
0.8%

増減額 増減率

　その支出が法令等によって義務づけら
れている経費をいいます。

【義務的経費】

　道路、橋、公園、学校、公営住宅等の
建設・改修に要する経費をいいます。

【投資的経費】

 上記以外の経費で補
助金・積立金等に要す
る経費をいいます。

【その他の経費】
8億7,673
万円

6,800万円

300万円

2億2,720万円

2億1,309万円

1億8,690万円 1億9,590万円

1億6,583万円

1,500万円
0万円

1億0,999万円

9億9,563
万円

11億5,846
万円

12億5,345
万円

3億3,490
万円

1億5,700
万円

1億3,100万円

5億5,369
万円

5億6,358
万円 5億3,359

万円

1億9,410万円

5億2,907
万円

3億2,720万円

5億2,479
万円

43億9,022
万円

39億8,364
万円

35億8,105
万円 32億4,608

万円
30億4,849
万円

14億4,935
万円

地方債現在高の推移地方債現在高の推移

平成23年度
歳出予算概要
（目的別） 国庫支出金

2億898万円
7.5%

県支出金
2億1,240万円

7.6%

義務的経費
16億57万円
57.5%

扶助費扶助費
3億7,651万円3億7,651万円
13.5%13.5%

扶助費
3億7,651万円
13.5%

補助費等補助費等
5億1,634万円5億1,634万円
18.6%18.6%

補助費等
5億1,634万円
18.6%

物件費物件費
3億3,806万円3億3,806万円
12.1%12.1%

物件費
3億3,806万円
12.1%

予備費
1,542万円　0.6%

普通建設事業
1億1,400万円　4.1%

災害復旧費
1万円　0.0%

維持補修費
4,544万円
1.6%

繰出金等
1億4,752万円　5.3%

積立金
520万円　0.2%

その他の経費その他の経費
10億6,798万円10億6,798万円

38.4%38.4%

その他の経費
10億6,798万円

38.4%

投資的経費投資的経費
1億1,401万円1億1,401万円

4.1%4.1%

投資的経費
1億1,401万円

4.1%

人件費
7億1,202万円
　　25.6%

公債費
5億1,204万円
18.4%

議会費　8,941万円　3.2%予備費　1,542万円　0.6%

衛生費衛生費
2億6,576万円2億6,576万円
9.6%9.6%

衛生費
2億6,576万円
9.6%農林水産業費

1億5,283万円　5.5%

総務費
5億1,759万円
18.6％

公債費
5億1,204万円
18.4%

民生費
8億741万円
29.0%

土木費
9,261万円　3.3%

商工費
1,157万円　0.4%

消防費
1億2,541万円
4.5%

災害復旧費
1万円　0.0%

教育費
1億9,250万円
6.9%

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
予 備 費
歳 出 合 計

8,941万円
5億1,759万円
8億741万円

2億6,576万円
1億5,283万円
1,157万円
9,261万円

1億2,541万円
1億9,250万円

1万円
5億1,204万円
1,542万円

27億8,256万円

6,740万円
5億1,872万円
7億1,695万円
2億5,167万円
1億7,918万円
1,144万円
1億418万円

1億1,962万円
2億86万円

1万円
5億7,422万円
1,546万円

27億5,971万円

2,201万円
△ 113万円
9,046万円
1,409万円

△ 2,635万円
13万円

△ 1,157万円
579万円

△ 836万円
－

△ 6,218万円
△ 4万円

2,285万円

32.7%
△ 0.2%
12.6%
5.6%

△ 14.7%
1.1%

△ 11.1%
4.8%

△ 4.2%
－

△ 10.8%
△ 0.3%
0.8%

歳 出 科 目 平成23年度 平成22年度 増減額 増減率

平成23年度
歳出予算概要
（性質別）



　

４
月
11
日
に
、
村
内
の
小
・

中
学
校
で
、
４
月
９
日
に
、
に

し
は
ら
保
育
園
で
入
学
式
、
入

園
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

河
原
小
学
校
で
は
11
名
の

新
一
年
生
が
入
学
し
ま
し

た
。
先
生
か
ら
名
前
を
呼
ば

れ
る
と
、
元
気
な
声
で
「
は

い
」
と
返
事
を
し
ま
し
た
。

　

山
西
小
学
校
で
は
、
52
名

の
新
一
年
生
が
入
学
し
ま
し

た
。
式
の
な
か
で
合
志
校
長

か
ら
、
お
友
達
と
仲
良
く
す

る
。
先
生
の
お
話
を
し
っ
か

新
し
い
生
活
が
ス
タ
ー
ト

村
内
の
小
中
学
校
な
ど
で
入
学
式
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り
聞
く
。
交
通
事
故
に
あ
わ

な
い
。
の
３
つ
の
約
束
に
つ
い

て
の
話
が
あ
り
、
新
一
年
生

は
、
さ
っ
そ
く
先
生
の
お
話
を

よ
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

西
原
中
学
校
で
は
、
少
し

大
き
め
な
制
服
に
身
を
包
ん

だ
新
一
年
生
66
名
が
入
学
式

に
出
席
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
に
し
は
ら
保
育
園

に
は
、
48
名
の
園
児
が
入
園

し
ま
し
た
。

　

園
児
点
呼
で
は
、
元
気
よ

く
返
事
を
す
る
園
児
や
、
少

　

３
月
18
日
熊
本
県
庁
（
知
事
応

接
室
）
に
お
い
て
、
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
の
被
災
者
に
対
す
る

義
援
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

義
援
金
贈
呈
式
に
は
、
日
置
和

彦
村
長
、
今
村
和
己
村
議
会
議
長

が
出
席
。
は
じ
め
に
西
原
村
を
代

表
し
て
日
置
村
長
か
ら
「
こ
の
大

震
災
は
、
他
人
事
で
は
な
い
。
こ

の
大
災
害
に
対
し
て
西
原
村
と
し

て
何
が
で
き
る
か
、
村
議
会
と
も

相
談
し
、
村
民
一
人
１
、
０
０
０

円
に
相
当
す
る
額
の
義
援
金
を
贈

呈
し
ま
す
。
被
災
地
の
支
援
・
復

旧
の
た
め
使
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
そ

の
後
蒲
島
郁
夫
知
事
に
対
し
て
義

援
金
７
０
０
万
円
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
蒲
島
知
事
か
ら
は
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
西
原
村
か

ら
い
た
だ
い
た
、
こ
の
心
の
こ

も
っ
た
義
援
金
は
県
か
ら
被
災
地

へ
責
任
を
持
っ
て
届
け
ま
す
。
」

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
被
災
者
に

対
す
る
義
援
金
贈
呈
式と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
現
在
、
西
原
村
で
は
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
被
災
者
に

対
す
る
義
援
金
の
受
付
を
次
の
と

お
り
行
っ
て
い
ま
す
。
受
付
け
た

義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
熊
本

県
支
部
を
通
じ
て
被
災
地
へ
送
金

さ
れ
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
あ
た

た
か
い
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
受
付
場
所
：
西
原
村
役
場
・
西

原
村
社
会
福
祉
協
議
会
・
に
し

は
ら
保
育
園
・
萌
の
里
・
阿
蘇

ミ
ル
ク
牧
場

河原小学校

贈呈式の様子

山西小学校

西原中学校 にしはら保育園

6

し
照
れ
て
い
る
園
児
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
表
情
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

園
児
、
児
童
、
生
徒
そ
れ

ぞ
れ
が
初
め
て
の
教
室
、
初

め
て
の
先
生
、
何
も
か
も
が

初
め
て
ず
く
し
の
新
し
い
生

活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。



　

４
月
17
日
、
第
47
回
村
民
球
技
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
バ

レ
ー
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

の
４
種
目
に
合
計
約
１
、
０
０
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
各
会
場
と
も
、

地
域
の
親
睦
を
深
め
な
が
ら
も
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
珍
プ
レ
ー
や

好
プ
レ
ー
が
出
て
は
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
に
つ
い
て
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
本
大
会
に
は
、
東
日
本
大
震

災
復
興
支
援
の
た
め
、
各
会
場
に
、
募

コンサートの様子

清掃の様子

元気よく選手宣誓

　

４
月
２
日
、

西
原
村
構
造
改

善
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
日
本

国
際
童
謡
館
に

よ
る
無
料
コ
ン

サ
ー
ト
が
１
１

０
名
の
来
場
者

の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

日
頃
よ
り
西

原
村
に
は
大
変

お
世
話
に
な
っ

て
お
り
、
地
域

へ
の
感
謝
な
ら
び
に
文
化
向
上
に
貢
献
し
た
い

と
い
う
思
い
に
よ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

D
O
Y
O
組
・
プ
チ
D
O
Y
O
組
・
星
野
ひ

な
子
さ
ん
・
大
庭
照
子
さ
ん
ら
に
よ
る
ジ
ブ
リ

メ
ド
レ
ー
や
童
謡
が
熱
唱
さ
れ
、
楽
し
い
空
間

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
救
援
金
へ
の
協
力
も

呼
び
掛
け
ら
れ
３
２
、
4
8
7
円
が
集
ま
り
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
28
日
、
村
内
に
事
業
所
を
構

え
る
ナ
カ
ヤ
マ
精
密
株
式
会
社
の
社

員
に
よ
る
村
内
の
清
掃
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
清
掃
活
動
は
、
会

社
が
掲
げ
る
「
５
Ｓ
委
員
会
」（
整

理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・
し
つ

け
）
の
一
環
と
地
域
と
の
共
生
を
目

指
し
て
年
に
２
回
実
施
さ
れ
、
今
年

で
７
年
目
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
社

員
約
１
２
０
名
が
５
班
に
分
か
れ
、

会
社
周
辺
の
県
道
・
村
道
の
ゴ
ミ
拾

い
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金
箱
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
募

金
箱
を
持
っ
た
中
学
生
に
よ
り
、
募
金

へ
の
呼
び
か
け
も
行
わ
れ
、
多
く
の
義

援
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

【
村
民
球
技
大
会
結
果
】

　

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
優
勝

　
　

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク　

星
田
Ａ
チ
ー
ム

　
　

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク　

宮
山
東
チ
ー
ム

　
　

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク　

河
原
団
地
チ
ー
ム

　

■
ミ
ニ
バ
レ
ー
優
勝

　
　

Ａ
パ
ー
ト　

田
中
チ
ー
ム

　
　

Ｂ
パ
ー
ト　

馬
場
チ
ー
ム

　
　

Ｃ
パ
ー
ト　

土
林
チ
ー
ム

　

■
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
優
勝

　
　
　
　
　
　
　

瓜
生
迫
チ
ー
ム

7 広報西原５月号

西
原
村
に
感
謝
を
込
め
て

ナ
カ
ヤ
マ
精
密

　
　

村
内
清
掃
活
動

ス
ポ
ー
ツ
で
盛
り
上
が
っ
た
日
曜
日

村
民
球
技
大
会
開
催

ペタンクを楽しむ参加者

せ
い
と
ん
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４
月
３
日
、
桜
が
満
開
と
な
っ
た
役

場
正
面
玄
関
前
駐
車
場
で
平
成
23
年
度

新
入
消
防
団
員
に
、
松
本
昭
西
原
村
消

防
団
長
よ
り
、
辞
令
交
付
が
あ
り
ま
し

た
。

　

辞
令
交
付
式
に
は
各
分
団
部
長
以
上

の
分
団
幹
部
も
参
加
し
て
行
わ
れ
、
松

本
団
長
か
ら
新
入
団
員
16
名
一
人
ひ
と

り
に
消
防
団
員
辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
松
本
団
長
か
ら
「
地
域
の
安
全
と

安
心
の
為
、
各
分
団
長
の
指
揮
の
下
に

が
ん
ば
っ
て
頂
き
た
い
。」
と
新
入
団
員

に
挨
拶
が
あ
り
、
ま
た
新
入
団
員
を
代

表
し
て
1
分
団
の
団
員
と
な
っ
た
藤
澤

朋
志
さ
ん
が
力
強
く
宣
誓
書
を
朗
読
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
部
長
以
上
の
分
団
幹
部
と

新
入
団
員
は
高
遊
原
南
消
防
署
に
移
動

し
、
消
防
団
員
と
し
て
の
基
礎
で
あ
る
規

律
訓
練
、
ホ
ー
ス
な
ど
の
器
具
取
扱
い
、

ま
た
通
常
点
検
訓
練
、
そ
し
て
救
急
蘇
生

法
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
取
扱
い
を
消
防
署
員
よ
り
熱
心
に

指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
４
月
に
辞
令
を
受
け
た
新

消
防
団
幹
部
と
新
入
団
員
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
新
分
団
長
】
２
分
団
長　

桂　

志
郎

　
　
　
　
　
　

３
分
団
長　

山
崎
智
幸

　
　
　
　
　
　

４
分
団
長　

今
村
義
人

　
　
　
　
　
　

６
分
団
長　

津
留
敏
郎

【
新
入
団
員
】
１
分
団　

日
置
翔
太
、
藤
澤
朋
志

　
　
　
　
　
　

２
分
団　

南
利
拓
馬
、
日
置
泰
貴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
岡
潤

　
　
　
　
　
　

３
分
団　

岩
永
良
二
、
坂
本
紀
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
元
陽
一
郎

　
　
　
　
　
　

４
分
団　

加
藤
政
文
、
緒
方
利
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
田
祥
平
、
船
田
昌
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
畑
孝
浩
、
小
城
涼

　
　
　
　
　
　

５
分
団　

堀
田
頼
明

　
　
　
　
　
　

７
分
団　

秋
吉
岳

　

３
月
24
日
、
河
原
小
学
校
、
山
西
小
学
校
で
卒
業
式
、
ま
た
、
26
日
、
に

し
は
ら
保
育
園
で
卒
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
西
小
学
校
で
は
、
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
卒
業
生
は
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
る
大
き
な
声
で
、
６
年
間
の
思
い

出
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

今
年
、
村
内
の
小
学
校
、
保
育
園
を
卒

業
、
卒
園
し
た
児
童
、
園
児
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

山
西
小
学
校

　
　

56
名
（
男
子
31
名
、
女
子
25
名
）

　

河
原
小
学
校

　
　

13
名
（
男
子
３
名
、
女
子
10
名
）

　

に
し
は
ら
保
育
園

　
　

45
名
（
男
子
18
名
、
女
子
27
名
）

8

山西小学校

にしはら保育園

新入団員代表宣誓

河原小学校

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に

小
学
校
卒
業
式
･
卒
園
式

新
入
消
防
団
員
辞
令
交
付



　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
に
伴
い
、
全
国
の
消
防
本
部
に
総
務

省
消
防
庁
の
出
動
要
請
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
要
請
を
受
け
、
３
月
14
日
〜

18
日
に
か
け
て
、
熊
本
県
内
の
13
の
消

防
本
部
か
ら
集
ま
っ
た
１
０
６
名
で
構

成
さ
れ
た
熊
本
県
隊
（
第
１
次
隊
）
が

被
災
地
に
お
い
て
活
動
し
ま
し
た
。

　

高
遊
原
南
消
防
本
部
か
ら
は
、
山
本

貴
宏
消
防
司
令
を
隊
長
と
し
た
５
名
の

隊
員
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
高
速
道
路

を
利
用
し
て
の
被
災
地
へ
の
移
動
で
あ

り
、
燃
料
不
足
に
よ
る
給
油
問
題
や
、

福
島
第
一
原
発
の
事
故
等
に
よ
る
移
動

ル
ー
ト
の
確
保
な
ど
、
到
着
に
到
る
ま

で
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
到
着
ま
で
に
は
、
実
に

１
、
６
０
０
㎞
も
の
走
行
距
離
と
な
っ

た
そ
う
で
す
。

　

被
災
地
到
着
後
は
、
宮
城
県
仙
台
市

の
泉
消
防
署
を
拠
点
と
し
て
、
行
方
不

明
者
の
捜
索
を
は
じ
め
、
仙
台
港
の
大

規
模
火
災
の
消
火
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

断
続
的
に
余
震
が
続
く
な
か
、
１
次

隊
と
し
て
活
動
さ
れ
た
山
本
隊
長
は
、

「
言
葉
で
は
伝
え
き
れ
な
い
よ
う
な
、

あ
り
え
な
い
光
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
活
動
は
、
暗
闇
の
中
を
手
探
り
で

進
む
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
全
力
で
使

命
を
果
た
す
と
と
も
に
、
隊
員
の
安
全

を
常
に
考
え
て
い
た
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
３
月
18
日
か
ら
23
日
に
か
け

て
は
、
第
２
次
隊
と
し
て
、
福
島
信
二

隊
長
を
含
む
５
名
の
隊
員
が
１
次
隊
か

ら
活
動
を
引
き
継
ぎ
、
仙
台
市
内
の
火

災
防
御
等
の
活
動
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　

熊
本
県
隊
と
し
て
被
災
地
で
活
動
さ

れ
た
方
々
、
そ
の
間
、
通
常
よ
り
少
な

い
人
員
の
な
か
で
管
内
の
消
防
救
急
業

務
に
あ
た
ら
れ
た
高
遊
原
南
消
防
本
部

の
方
々
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
未
曾
有
の
大
震
災
に
襲

わ
れ
た
被
災
地
に
対
し
て
、
西
原
村
内

に
お
い
て
も
、
多
く
の
団
体
や
個
人
の

方
々
が
、
支
援
の
た
め
募
金
活
動
等
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

第
１
次
隊　

山
本
貴
宏
、
松
下
和
久
、

　
　
　
　
　

永
田
收
、
土
田
潤
也
、

　
　
　
　
　

志
賀
裕

第
２
次
隊　

福
島
信
二
、
廣
田
義
昭
、

　
　
　
　
　

松
本
卓
実
、
片
山
誠
也
、

　
　
　
　
　

瀧
川
史
郎

9 広報西原５月号

被災地の状況

火災防御活動の様子

１次隊の隊員２次隊の隊員

高
遊
原
南
消
防
本
部
か
ら
災
害
被
災
地
へ

み

ぞ

う
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３
月
22
日
熊
本
市
で
西
原
村
・
小
国
町
・
南
小
国

町
・
南
阿
蘇
村
は
、
町
村
税
等
の
滞
納
者
に
対
す
る

徴
税
を
４
町
村
の
税
務
担
当
職
員
を
相
互
に
派
遣
し

て
、
合
同
で
実
施
す
る
こ
と
を
決
め
、
協
定
書
の
調

印
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

税
の
公
平
を
保
つ

た
め
近
隣
の
町
村
と

滞
納
対
策
で
新
た
な

連
携
を
図
り
捜
索
・

差
押
え
を
合
同
で
お

こ
な
い
ま
す
。

　

す
で
に
４
月
１
日

に
４
町
村
の
徴
税
担

当
者
が
各
町
村
長
よ

り
併
任
辞
令
を
受

け
、
本
来
所
属
す
る

自
治
体
以
外
の
徴
収

に
携
わ
り
徴
収
率
の

向
上
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

表彰式の様子

左から小国町長・南小国町長・
南阿蘇村長・西原村長辞令交付式の様子

　

３
月
20
日
・
21
日
に
開
催
さ
れ

た
、
第
４
回
読
売
旗
争
奪
宇
城
地
区

少
年
軟
式
野
球
大
会
で
、
西
原
中
学

校
軟
式
野
球
部
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

16
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
な
か
で
、

１
回
線
を
小
川
中
に
７
対
２
、
２
回

戦
を
松
橋
中
に
５
対
２
、
準
決
勝
を

三
角
中
に
３
対
１
で
勝
利
し
ま
し
た
。

決
勝
戦
で
は
、
益
城
中
を
相
手
に
１

対
０
で
勝
利
し
、
最
優
秀
選
手
に

は
、
稲
浦
大
将
君
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

平
成
22
年
度
の
「
に
し
は
ら
む

ら
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
結
果

が
発
表
さ
れ
、
４
月
14
日
に
役
場

大
会
議
室
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
西
原
村
主
催
、
俵
山
交
流

館
「
萌
の
里
」
共
催
の
コ
ン
テ
ス

ト
に
は
、
69
作
品
の
応
募
が
あ

り
、
審
査
投
票
の
結
果
、
14
作
品

が
入
賞
し
ま
し
た
。
式
で
は
、
日
置
村
長
か
ら
、
入
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
表

彰
状
と
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

に
し
は
ら
む
ら
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
（
結
果
）

特　

選　

「
絹
の
流
れ
」　
　

髙
野
英
樹
（
熊
本
市
）

準
特
選　

「
黄
昏
の
桑
鶴
橋
」
河
本
泉
（
大
津
町
）

準
特
選　

「
植
え
付
け
の
頃
」
木
下
保
之
（
熊
本
市
）

入　

選　

「
雪
原
」　
　
　
　

髙
野
英
樹
（
熊
本
市
）

入　

選　

「
医
王
寺
の
秋
」　

志
賀
質　

（
大
津
町
）

入　

選　

「
稲
田
の
彩
り
」　

志
賀
孝
子
（
大
津
町
）

入　

選　

「
煌
く
西
原
村
の
朝
」
小
野
敏
治
（
山
都
町
）

入　

選　

「
秋
桜
の
丘
」　
　

志
賀
質
（
大
津
町
）

入　

選　

「
滝
に
注
ぐ
光
芒
」
川
上
節
生
（
熊
本
市
）

入　

選　

「
大
切
畑
雪
景
」　

河
本
泉
（
大
津
町
）

入　

選　

「
草
原
の
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
」
武
内
政
成
（
益
城
町
）

入　

選　

「
古
里
の
山
々
」　

宮
本
典
房
（
熊
本
市
）

入　

選　

「
夕
や
け
の
草
原
」
宮
崎
妙
子
（
大
津
町
）

入　

選　

「
原
野
の
火
入
れ
」
河
本
泉
（
大
津
町
）

萌
の
里
賞
「
原
野
の
火
入
れ
」
河
本
泉
（
大
津
町
）

読
売
旗
争
奪
宇
城

地
区
少
年
軟
式
野
球

大
会
優
勝
！

西
原
村
の
魅
力
あ
ふ
れ
る

滞
納
対
策
強
化
で
西
原
村
・

小
国
町
・
南
小
国
町
・

南
阿
蘇
村
4
町
村
協
定

こ
す
も
す

た
そ
が
れ

き
ら
め

こ
う
ぼ
う
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11 広報西原５月号

平成23年度西原村役場職員事務分掌表 平成23年4月1日現在

村長
副村長
課長
審議員

係長

係長
主幹
参事

参事

主事
主事
課長
係長

主幹

参事

主事

会計管理者
係長

課長
審議員

係長
参事
参事
参事
主事
主事
課長
係長
係長

係長
主幹
参事

参事
参事
参事
参事
主事
主事
主事
主事
主事
　

日置　和彦
坂本　　武
河上　勝彦
西山　春作

松永　政範

林田　浩之
小栗　　優
中西　　聡

秋吉　蘭子

須藤　将吾
松本　明子
海東　義朗
須藤　　博

吉 井     誠

小谷桂太郎

村上　康成

泉田　元宏
坂園まゆみ

矢野富士男
佐藤　光弘

堀田　直孝
岩下源一郎
手嶋　満子
藤川　和幸
松永　誠司
平方　彩華
片島　信幸
吉田　光範
南利　孝文

松下　公夫
宮田　基弘
堀田　隆二

久野　　太
坂本　英和
堀田　和也
村上　文英
大島　智子
坂本　考幸
山下幸之助
浦田　純弥
井上　綾真

課の総括
総務全般、選挙、自衛隊募集、公
用車管理
庶務全般、財産管理、交通、防犯、
入札事務
財政全般、起債管理
財政､公営住宅
防災、消防、選挙、庁舎管理、国
民保護、入札事務
起債管理、選挙、文書管理、防災
無線、用度品管理
熊本県総務部市町村局へ派遣
給与､共済､職員福利厚生
課の総括、企業誘致、太陽光補助
地域づくり、阿蘇DC、農振計画、
各種計画､通信格差是正事業
山村振興、中山間地活性化、新エ
ネルギー、企業誘致、辺地計画、
情報公開､開発行為
広報西原、統計調査、推計人口、
阿蘇ジオパーク
熊本地域地下水対策、電算事務、
個人情報保護、都市圏ビジョン
会計課総括
一般会計、簡易水道会計、国保会
計、老人会計、介護保険会計、後
期高齢者医療会計、森林開発公団
分収造林会計
課の総括
法人税、たばこ税、軽自動車税、
入湯税、証明
固定資産税､国保､徴収全般
固定資産税（土地）
住民税
固定資産税（家屋､償却資産）
徴収全般
国民健康保険税
課の総括､農業委員会総括
土木建築全般、水道全般　
経済係総括、農業振興全般（担い
手振興）、農業委員会　
地籍調査全般
地籍調査全般
畜産振興､中山間地等地域直接支払
制度事業
土木建築全般､公共土木災害
地籍調査全般
土木建築全般､農業土木災害
簡易水道､水源対策
農業委員会、農業担い手振興
工業用水道､合併浄化槽全般
林業振興、水田営農
地籍調査全般
経済係全般、農業振興全般
（農作物振興）

総　
　
　
　
　

務　
　
　
　
　

課

企

画

商

工

課

会
計
課

議　

会

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

民　
　
　
　
　
　
　
　
　

課

に

し

は

ら

保

育

園

教　

育　

委　

員　

会

税　
　
　

務　
　
　

課

産　
　
　
　
　
　

業　
　
　
　
　
　

課

※　　　　　は４月１日付けで異動があった職員です。

事務局長

主事
課長

係長

係長

保健師
（主幹）

保健師
（主幹）
主幹

主幹

参事

参事
主事
保健師

主事

主事
主事

主事
園長
副園長
保育士（主幹）
保育士（主幹）
保育士
保育士
保育士
保育士
調理師
調理師
教育長
事務局長
係長
主幹
参事
主事
調理師
調理師
調理師
調理師
調理師

西村　精記

岩本　千波
中村　義光

藤吉　昌也

広瀬　龍一

池田　由香

蒲池　近江

久保田百合

廣瀬　　太

山田　　孝

園田　文恵
倉田　英之
山下美由紀

佐々木由美

坂本　　彩
中道満衣子

山下　武浩
塚元　利文
園田久美代
前川ちずる
野口　純代
北村喜代美
田上　桃子
大原　夏彦
高橋　里美
秋吉　節代
藤本みどり
曽我　敏秀
髙本　孝嗣
米口三喜男
槇原加奈子
矢野　智子
中村　克己
野田　弘子
南　ふみよ
米田みち子
長谷川智香枝
中島美代子

議会事務局の総括、議会広報、監
査事務
議会事務全般､監査事務､議会広報
課の総括、地域包括支援センター
総括、民生・児童委員、人権
健康福祉係の総括・国民健康保険・
ひとり親医療費・老人福祉・災害
救助・社会福祉協議会・介護予防・
福祉センター等の維持管理・福祉
タクシー
住民係総括、環境衛生係の総括、
戸籍全般、パスポート事務　
地域包括支援センター業務、健康
づくり事業、母子保健事業、介護
訪問調査
母子保健事業、健康づくり事業、
精神保健、介護訪問調査、介護予防
生活保護、児童福祉、次世代育成
関係、献血関係
後期高齢者医療業務、老人医療保
険業務
国民健康保険事業全般、特定検診
事業
戸籍､住民基本台帳
介護保険事業､介護予防
健康づくり事業、母子保健事業、
介護訪問調査、介護予防
障がい福祉、援護、障がい者自立
支援、弔慰金
国民健康保険事業全般、子ども手当
障がい福祉関係、子ども医療、子
ども手当、児童扶養手当、母子寡
婦福祉
環境衛生全般、国民年金
園の総括、園内総務
園内総務　保育士の総括　
３歳児担当
１歳児担当
５歳児担当
２歳児担当
４歳児担当
５歳児担当

教育委員会の総括
社会教育全般・男女共同参画
文化財・公民館活動
学校教育全般
社会体育・委員会管理施設全般
山西小学校
山西小学校
河原小学校
西原中学校
西原中学校



（
上
段
右
よ
り
）　
　
　

　

調
理
師　

南　

ふ
み
よ

　

支
援
員　

住
永
み
ど
り

　

支
援
員　

岩
下　

智
子

　

教　

諭　

井
上
み
ど
り

　

支
援
員　

柴
尾
由
美
子

　

支
援
員　

八
重
樫
聡
美

　

教　

諭　

赤
尾　
　

薫

　

教　

諭　

中
村　

育
栄

　

講　

師　

片
山　

ゆ
き

　

教　

諭　

石
井　

志
保

　

教　

諭　

平
川
美
知
枝

養
護
助
教
諭　

山
下　

敦
子

（
中
段
右
よ
り
）

　

調
理
師　

野
田　

弘
子

　

教　

諭　

内
野　

龍
一

　

教　

諭　

山
本　

茂
晴

事
務
職
員　

今
村　

恭
子

　

教　

諭　

中
田　

順
子

　

教　

諭　

吉
弘
貴
美
代

　

教　

諭　

髙
田　

裕
美

栄
養
教
諭　

宮
原
登
志
子

　

教　

諭　

川
原
美
代
子

　

教　

諭　

村
上　

竜
一

　

教　

諭　

井
上　
　

哲

（
下
段
右
よ
り
）

　

教　

諭　

廣
木　

亮
子

　

教　

頭　

中
村　
　

治

　

校　

長　

合
志　

正
輝

　

教　

諭　

西
岡　

茂
昭

　

講　

師　

緒
方　

芳
孝

　

教　

諭　

野
口　

安
信

（
上
段
右
よ
り
）　
　
　

　

調
理
師　

中
島
美
代
子

　

調
理
師　

長
谷
川
智
香
枝

心
の
教
室
相
談
員

　
　
　
　
　

原
川　

純
子

学
習
支
援　

寺
本
し
ず
か

　

講　

師　

四
海　

ゆ
き

　

教　

諭　

三
宮　

智
恵

　

教　

諭　

中
尾　

隆
博

（
中
段
右
よ
り
）

　

講　

師　

澁
江　

公
太

英
語
指
導
助
手　

　
　

レ
ベ
ッ
カ
・
ハ
マ
ン

学
習
支
援　

永
田　

理
恵

　

講　

師　

柳
瀬　

絹
子

　

教　

諭　

佐
藤　

通
彦

　

教　

諭　

住
永　

直
哉

　

教　

諭　

中
村
さ
お
り

養
護
教
諭　

後
藤
香
名
子

（
下
段
右
よ
り
）

　

講　

師　

竹
本　

雅
刀

　

教　

諭　

増
永　

善
久

　

教　

諭　

竹
若
美
千
代

　

教　

頭　

鹿
瀬
島　

優

　

校　

長　

竹
下　

良
一

　

教　

諭　

宮
本　

敏
弘

　

教　

諭　

白
石
か
お
り

事
務
主
幹　

高
本　

文
昭

事
務
職
員　

上
田　

起
徳

（
上
段
右
よ
り
）　
　
　

主
任
事
務　

新
村
美
奈
子

　

調
理
師　

米
田
み
ち
子

養
護
教
諭　

藤
嶋
由
紀
子

　

教　

諭　

有
山
美
由
紀

　

教　

諭　

岡
部　

朋
子

　

教　

諭　

上
田　

武
満

（
下
段
右
よ
り
）　
　
　

　

教　

諭　

川
﨑　

美
保

　

教　

諭　

本
田
小
百
合

　

教　

頭　

小
野　

正
治

　

校　

長　

渡
辺　

能
行

　

教　

諭　

甲
斐
田　

亮

　

教　

諭　

野
上　

雅
志

（
右
上
）

　

調
理
師　

林　

あ
す
か

（
左
上
）

　

調
理
師　

髙
橋
ま
り
子

小・中学校の先生を紹介します小・中学校の先生を紹介します小・中学校の先生を紹介します小・中学校の先生を紹介します小・中学校の先生を紹介します平成23年度
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山　

西　

小　

学　

校

山　

西　

小　

学　

校

河　

原　

小　

学　

校

河　

原　

小　

学　

校

西　

原　

中　

学　

校

西　

原　

中　

学　

校

平
成
23
年
度
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
（
ソ
ー
ラ
ー
発
電
）の
設
置
費
補
助
金
に
つ
い
て



小・中学校の先生を紹介します小・中学校の先生を紹介します
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地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
し
た
環
境
問
題
は
、
今
や
世

界
規
模
の
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
に
や
さ
し
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
必
要

性
は
、
す
で
に
よ
く
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。
地
球
に
降
り
注
ぐ
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
ク
リ
ー
ン

で
無
料
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
村
で
は
、
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
積
極
的
に
支
援
す
る
た
め
、
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

【
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と
は
】

　

太
陽
の
光
を
利
用
し
て
電
気
を
作
り
出
す
発
電
シ
ス
テ

ム
の
こ
と
で
す
。
住
宅
等
の
屋
根
に
パ
ネ
ル
状
の
「
太
陽

電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
（
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
）」
を
設
置
し
て
、

そ
こ
か
ら
太
陽
光
を
取
入
れ
、
電
気
を
作
り
ま
す
。

　

昼
間
に
発
電
し
た
電
気
は
家
庭
で
利
用
し
、
余
っ
た
電

気
は
電
力
会
社
が
買
い
取
っ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
天
気

が
悪
い
と
き
や
夜
間
に
は
今
ま
で
ど
お
り
電
力
会
社
か
ら

電
気
を
購
入
し
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】　

※
既
に
設
置
し
た
も
の
に
つ
い
て
は

申
込
で
き
ま
せ
ん
。

・
西
原
村
民
で
あ
る
こ
と
。

・
自
ら
居
住
す
る
村
内
の
住
宅
（
店
舗
併
用
を
含
む
）

に
、
新
た
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
。

　

（
た
だ
し
、
１
戸
に
つ
き
１
回
限
り
の
申
請
）

【
補
助
金
額
】

　

対
象
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
太
陽
電
池
の
最
大
出
力
値

に
３
万
円
を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
上
限

額
は
12
万
円
で
す
。（
別
途
、
国
・
県
の
補
助
も
受
け
ら
れ

ま
す
。
）

　
【
手
続
き
】

　

シ
ス
テ
ム
設
置
工
事
の
着
工
前
と
完
了
後
に
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
設
置
を
お
考
え
の
際
は
役
場
企
画
商

工
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

申
請
の
際
は
申
請
用
紙
に
必
要
書
類
を
添
え
て
役
場
に

提
出
に
な
り
ま
す
。

　

申
請
様
式
は
西
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

※
な
お
、
受
付
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
役
場
企
画
商
工
課　

☎
０
９
６
‐
２
７
９
‐
３
１
１
２　
　

平
成
平
成
2323
年
度
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

年
度
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
（
ソ
ー
ラ
ー
発
電
）の
設
置
費
補
助
金
に
つ
い
て

　
（
ソ
ー
ラ
ー
発
電
）の
設
置
費
補
助
金
に
つ
い
て

平
成
23
年
度
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
（
ソ
ー
ラ
ー
発
電
）の
設
置
費
補
助
金
に
つ
い
て

太陽光発電
環境にやさしい



　

自
分
た
ち
の
く
ら
し
を
よ
り
よ
い

も
の
に
し
た
い
と
い
う
の
は
み
ん
な

の
願
い
だ
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
も
こ

れ
ま
で
の
学
習
で
、
い
ろ
い
ろ
な
機

会
に
考
え
て
き
ま
し
た
。
６
年
生
に

な
っ
て
か
ら
総
合
的
な
学
習
で
「
み

ん
な
と
仲
良
く
し
よ
う
」
国
語
の

「
み
ん
な
で
生
き
る
町
」
で
身
の
周

り
の
人
や
施
設
、
物
に
つ
い
て
勉
強

し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
ぼ
く
は
車
い
す
と
目
が
み
え

な
い
方
の
体
験
を
し
ま
し
た
。
車
い
す

体
験
で
は
、
ぼ
く
は
車
い
す
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
ま
し
た
。
坂
を
上
っ
た
り
下
っ

た
り
す
る
の
が
大
変
で
し
た
。
そ
の
あ

と
車
い
す
に
の
る
と
、
か
べ
に
ぶ
つ

か
っ
た
り
段
差
に
お
ち
る
と
、
い
ち
い

ち
も
ど
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
不
便

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

目
が
見
え
な
い
人
の
体
験
は
目
か

く
し
を
し
て
、
友
達
に
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
も
ら
い
、
学
校
の
中
を
歩
い
て

み
ま
し
た
。
ぼ
く
は
目
か
く
し
体
験

を
す
る
と
階
段
の
最
後
の
段
が
わ
か

ら
な
か
っ
た
の
で
不
便
だ
と
思
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
目
の
不
自
由
な
人
が

い
た
ら
助
け
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま

す
。

　

次
に
西
原
村
に
あ
る
、
の
ぎ
く
荘

で
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
見
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

は
「
す
べ
て
の
共
通
に
あ
る
」
、
デ

ザ
イ
ン
は
「
設
計
計
画
」
、
と
い
う

意
味
で
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と

は
物
を
作
る
と
き
、
で
き
る
か
ぎ
り

多
く
の
人
が
使
え
る
と
い
こ
と
に
重

点
を
置
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。」
と
い

う
こ
と
で
す
。
の
ぎ
く
荘
の
中
で
特

に
ぼ
く
が
印
象
深
か
っ
た
の
が
ト
イ

レ
で
す
。
ト
イ
レ
に
は
動
く
手
す
り

が
あ
っ
て
足
こ
し
が
弱
い
人
で
も
一

人
で
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
自
動
で
水
が
流
れ
る
ト
イ
レ
な

の
で
流
す
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ

か
に
も
、
少
し
の
力
で
水
が
で
る

じ
ゃ
口
は
手
の
力
が
弱
い
人
で
も
水

を
出
せ
ま
す
。

　

２
つ
の
学
習
で
身
の
周
り
の
施
設

や
物
、
人
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
一
番
身
近

な
学
校
で
、
も
っ
と
工
夫
が
で
き
な

い
か
考
え
て
み
ま
し
た
。
ぼ
く
の
提

案
は
学
校
内
に
ス
ロ
ー
プ
を
付
け
る

事
で
す
。

　

理
由
は
学
校
内
に
は
ほ
と
ん
ど
ス

ロ
ー
プ
が
な
い
の
で
車
い
す
な
ど
の

人
が
二
階
に
上
が
り
に
く
い
で
す
。

だ
か
ら
ぼ
く
は
階
段
の
横
に
ス
ロ
ー

プ
を
付
け
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ぼ
く
は
ま
だ
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
が
な
い
所
に
も
早
く

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
が
さ
い
よ

う
さ
れ
、
あ
た
り
ま
え
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

河原小学校6年（現、中学１年）
山野　太嗣

「
み
ん
な
で
生
き
る
」

い
の
ち
の
教
育

人
権
を
考
え
よ
う　

〜 

小
中
学
生
人
権
作
文
④ 

〜

　

昨
年
12
月
５
日
に
、
西
原
村
人
権
・
認
知
症
支
援
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、

小
中
学
生
に
よ
る
人
権
に
関
す
る
作
文
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
作
文
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
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　村長交際費は村を代表する者として村長が外部との交際上、必要な経費として認められているも
のです。なお、月毎の交際費については西原村ホームページに掲載しています。また、これらの交
際費の詳細が知りたいときは情報公開の請求ができます。

西原村ホームページ　http://www.vill.nishihara.kumamoto.jp/

各種委員会等に関する香料

髙遊原分屯地歌詞交換会会費　　　他５件

ＪＡ阿蘇10周年記念式典お祝い　他１件

全国町村長大会に伴う懇談会費　　他２件

20,000円

30,000円

14,200円

72,595円

136,795円

３件

６件

２件

３件

14件

弔　費

会　費

祝　金

懇談費

計

金　額 支　出　内　容件　数項　目

平成22年11月１日～平成23年３月31日　　　村長交際費一覧

村
長
交
際
費
公
開

村
長
交
際
費
公
開

村
長
交
際
費
公
開

【問合せ】役場総務課総務係　☎279‐3111

～介護支援専門員を募集します～



　教育委員会では毎年、「生涯元気なにしはらづくり」を掲げ、生涯教育の一環として、にしはら女性
活動推進協議会と共催で、「にしはら女性元気セミナー」を開設しています。
　開催日は６月から11月までの第１土曜日の夜で下記の日程で開催します。今年度も、「元気力」を
テーマに講師の先生方の生き方やエネルギー源等についてのお話をいただきます。
　申込書については別途配布しますので、５月27日（金）までに教育委員会へお願いします。
　女性のみなさんに限らずどなたでも参加できます。
会　場　生涯学習センター　毎回　19：30～21：00
　　　　　＊託児所も設けますのでご利用ください

平成23年度（第５回）にしはら女性元気セミナーへのご案内

15 広報西原５月号

第１回目

第２回目

第３回目

第４回目

第５回目

第６回目

視察研修

平成23年６月４日

平成23年７月２日

平成23年８月６日

平成23年９月３日

平成23年10月１日

平成23年11月５日

未　定（日帰り）

野村　順子さん

清田真由美さん

山口　温代さん

吉村　明子さん

森　　紀子さん

役場職員

生産・加工等の女性活動関係視察研修

ＮＰＯ法人くらしコンシェルジュ代表

春日クリニック院長

熊本市ボランティア連絡協議会副会長

ＮＰＯくまもと未来事務局

熊日熊本総局記者（元熊日大津支局長）

平成22年度西原村の決算状況

村
長
交
際
費
公
開

～介護支援専門員を募集します～～介護支援専門員を募集します～～介護支援専門員を募集します～

【申込・問合せ先】西原村役場住民課　介護保険係　西原村地域包括支援センター　☎279‐4397

業務内容　　　・介護保険、要支援認定者の予防給付マネジメント（20～25名程度）
　　　　　　　　包括支援センター相談業務（家庭訪問）
勤務形態　　　・原則平日勤務　１日６時間（9：00～16：00）
勤務場所　　　・西原村役場（村内及び近隣町村へ訪問）
任用資格　　　・介護支援専門員
採用期間　　　・平成24年３月末（更新あり）
採用予定数　　・１名程度
申込方法　　　・履歴書を郵送または持参
その他　　　　・社会保険無し　
　　　　　　　・書類及び面接選考を行います。

　3月31日 付 け で、森

永和紀さんが退職され

ました。

　村民の皆さまには、

多年にわたり大変お世

話になりました。

退職職員のお知らせ
　4月１日の人事異動により広報担
当になりました。これまでの業務と
は全く異なる仕事に、悪戦苦闘のな
かですが、新鮮さを感じながら職務
をおこなっています。
　皆さんに楽しんで読んでいただけ
る広報誌を目指してがんばります。

（K）

ごあいさつ
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生涯学習講座受講生募集

♪新刊の一部をご紹介します

『子育てハッピーアドバイス』『キティちゃんのこうつうあんぜん』

「キティちゃんのこうつうあんぜん」
　　　　　　　　　　　　　子を持つ親の安全委員会
「機関車オリバー」　　　　　　　ポプラ社
「子育てハッピーアドバイス」　　明橋大二
「親鸞」上・下　　　　　　　　　五木寛之
「やぶへび」　　　　　　　　　　大沢在昌
「日本名城百選」　　　　　　　　小学館
「池上彰の学べるニュース」　　　池上彰

　３月の図書貸出し冊数は、1,072
冊でした。カード登録者は３月31
日現在で636名という状況です。
　図書室では、新刊購入などを行
い、蔵書の充実をはかっています。
　新刊コーナーをご利用の方は、次
のお客様がお待ちですので、読み終
わりましたら早めのご返却をお願い
いたします。
　なお、時間外の返却には、生涯学
習センター入り口右下の返却ポスト
をご利用ください。
　多くの皆さまのご来場をお待ちし
ています。

ご不明の点は、役場住民課健康福祉係（☎279‐4397）までお尋ねください。

こんにちは住民課です　☎279‐4397

特定健診を受けましょう！特定健診を受けましょう！特定健診を受けましょう！

Ａさんは、自覚症状がなかったため、毎年健診を受けませんでした。毎年健
診を受けて自分の身体の変化に気づき、生活習慣の改善・早期治療を受けて
いれば、脳梗塞にならなくて済んだかもしれません。

40歳～74歳の方を対象に加入している医療保険ごとに特定健診が実施されます。
国保の方には受診券を後日配布します。健診日：平成23年6月30日～7月7日　
場所：西原村構造改善センター

図書室
だより

高尿酸

生活の改善がなく、血管がつまる条件が増えていく
《Ａさんの例》

年　

齢
32
才
33
才

34
才
35
才

36
才
37
才

38
才
39
才

40
才
41
才

42
才

43
才

44
才

45
才

46
才

47
才

48
才

49
才

50
才

51
才

52
才

つまったあとは…

高血圧

高LDL

高 中 性 脂 肪

内 　 臓 　 脂 　 肪

低HDL

コレステロール

コレステロール

血管を傷める材料

血管が破れる条件

血管が
つまる材料

脳　

梗　

塞

脳　

梗　

塞

脳　

梗　

塞



講　座　名 講 師 名 開　催　日 場　　　所開　催　時　間

17 広報西原５月号

草花をいける教室

クラシックギター
教 室

太 鼓 教 室

英 会 話 教 室

韓 国 語 教 室

気 功 太 極 拳 教 室

生 花 教 室

茶 道 教 室

ア ロ マ ＆
ハ ー ブ 教 室

合 気 道 教 室

夢運太鼓のみなさん 毎週水曜 午後７時30分から トレーニングセンター

小学生対象。夢運太鼓のメンバーが指導。太鼓を楽しくたたいてみませんか。

ハマン　レベッカさん 毎週木曜 午後８時から 生涯学習センター

参加者に合わせたレベルで、レベッカ先生と楽しみながら英語を学んでみませんか？

田中　節子さん 第２・４木曜 午後７時から のぎく荘

初心者でも自分のペースで、田中先生とのマンツーマン方式でゆっくりじっくり学べる講座です。

上村　敏江さん 第２・４木曜 午後７時30分から 生涯学習センター

心静かに呼吸はゆったりと動きはしなやかに。気功太極拳で心と体をリフレッシュしませんか。

柴尾由美子さん・秋吉淳子さん

中島典子さん・秋吉淳子さん

第２・４木曜

第１・３日曜

午後１時から 生涯学習センター

未生流の伝統ある生花をお宅に飾ってみませんか。基本からの指導です。（子ども可）

午後１時から 生涯学習センター

お抹茶のいただき方だけでもお稽古しませんか。（椅子にかけたままでも可）（子ども可）

片山　宗春さん 第1・3金曜 午後７時から 生涯学習センター

春の足音を聞いて小さな草花たちが顔を出し春をのぞかせています。このようなけなげに咲く草花を生けてみませんか。

松井　　通さん 第1～3木曜 午後7時から 生涯学習センター

心の糧となるよりよい音楽をきちんと楽しくをもっとうに進めていきます。

米本　一昭さん 午後８時から 村民体育館（柔道場）

正しい姿勢を確認し、丹田力、呼吸力で気を導き、万物と調和・融合する武道です。（子ども可）

高木　志保さん 第2・４水曜

第１～４土曜

午後７時から 生涯学習センター

精油やハーブを使った簡単なホームケアが学べる教室です。

社 交 ダ ン ス 教 室

フ ラ ダ ン ス 教 室

堀田由隆さん・堀田繁子さん 午後7時30分から　 構造改善センター

老若男女問わず初心者を対象に行います。

小糸里代子さん 第１・３月曜

第1～3木曜

午後7時30分から　 構造改善センター

ゆったりしたハワイアンの曲で年齢を問わず楽しく踊ってみませんか。美容・健康に最適の講座です。

生涯学習講座・・・生きがいさがし、仲間づくり、目的に応じて新しい自分を発見しましょう！

平成23年度平成23年度
　平成23年度の生涯学習講座を下記のとおり計画しています。受講を希望されます方は、５月25日（水）ま
でに教育委員会へご連絡ください。重複しての受講もできます。多くの皆さまの受講をお待ちしています。
　なお、申込が一定数に満たない場合には、開講できない場合もあります。開催期日等については、講師等
の都合により変更になることもあります。参加料として年間1,000円をいただきます。
　※６月中旬に構造改善センターで合同開校式を予定しています。

愛　好　会　名 代表者名 開　催　日 場　　　所開　催　時　間

虹 色 の ク レ ヨ ン
森下　明子さん 随　時 小学校朝自習時間 小学校

本が好きな方！小学校に読み聞かせに行ってみませんか。

「愛好会」活動・・・愛好会の皆さんが自主的に活動しています。あなたも仲間になりませんか。

お問合せ・お申込みは教育委員会まで　☎279‐4424

度度度
講座を下記のとおり計画しています。受講を希望されます方は、５月25日（水）ま

生涯学習講座受講生募集生涯学習講座受講生募集生涯学習講座受講生募集 特定健診を受けましょう！

脳　

梗　

塞
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　輝くような青空に、大きなこいのぼりが泳ぎ始めました。風にのって泳ぐこいのぼりのようにのびの
びとした子ども達の成長を願わずにはいられません。
　子育て支援センターのお部屋も、園庭により近くなり、気持ちの良いお天気の日は、外遊びをしてい
ます。支援センターでは、園庭開放も行っていますので、ぜひ気軽に足を運んでみて下さい。

にしはら保育園子育て支援センター　☎279‐2054

備えあれば…

総務課　防災係　☎279‐3111【内線215】

災いを防ぐ！

お知らせ

◎３月25日子育て支援室と教育
委員会との合同で記念品づく
りを行いました。今年は、皿
に絵付けをおこない自分だけ
のオリジナルの皿をつくりま
した。
　参加した方々は、親子で思
い思いの絵を描いたり、成長
した子どもの手形をつけるな
ど、皿作りを楽しみました。

子育て支援室

※にしはら保育園では、緊急の場合や冠婚葬祭など
　一時預かりをおこなっています。お気軽にご相談
　ください。

５月の活動

・作って遊ぼう
・お見知り遠足（熊本動植物園へ行こう！）
　（バスで移動です。５月13日（金）予定）

　地震は地球の表面を覆う岩石の層（プレー
ト）のずれによって起こります。地球表面を
移動するプレートには押し合ったり引き合っ
たり力が働いています。
　西原村には「布田川・日奈久断層帯」とい
う活断層が横切っていて、震度５弱～６強の
地震が発生する可能性があると予想されてい
ます。

　国内観測史上最大級の大震災に見舞われ、災害
の影響を受けられた皆さまに心よりお見舞い申し
上げます。
　西原村では、役場会計課前（正面玄関入ってす
ぐ）に義援金箱を設置しております。皆さまの温か
いご支援をお願いいたします。

※　領収書が必要な方は、投函前に会計課へお申
し出ください。

※　休日・時間外にご来庁の方は、日直・当直に
お預けください。

家具の固定。玄関（避難口）周りの整理整

義援金箱を設置しています

最初の１分は身の安全確保が大切

地震で私たち一人ひとりが出来ること。

地震に備える第１歩です。

東北地方太平洋沖地震

■問合せ先　役場総務課　☎279‐3111

大きな地震が起き
ても落ち着いて行
動しましょう！
落ち着き冷静でい
ることが大切です。



NISHIHARA　BABYみてみて！未来のにしはらヒーロー・ヒロインたち！みてみて！未来のにしはらヒーロー・ヒロインたち！
「お誕生学級」におじゃまして、写真を撮らせて頂きました。むぞらしかですね！

二郎さん･美和子さん(瓜生迫)
じいじい、ばあばあ
いつも遊んでくれてありがとう

よねぐち かのの

米口暖乃香ちゃん

龍一郎さん･愛理さん(化粧塚)
おもちゃ大好き
一人で立つ練習中！

まえ だ かず ま

前田　和真くん
わたなべ りゅうと

渡邉　龍音くん

なべしま むり と

鍋島凜夢冬くん
まつ だ ひろむ

松田　啓くん

雄介さん･美穂さん (万徳 )
あやねお姉ちゃん、しおりお姉ちゃ
ん大好き♡歩くのがたのしいなぁ

洋平さん･　江さん(高遊中)
かりんお姉ちゃんだいすき♡

直浩さん・美由紀さん(高遊東)
惟吹兄ちゃんだ～いすき♡
毎日たのしいな！！

貴英さん･秀郁さん(名ヶ迫)
いたずら大好き
笑顔いっぱいよ

Vol.9

ホッとNEWS
企画商工課情報政策係

Japan vs. America: Graduation 

In Japan, the new school year has already begun, but 
in America, students usually graduate in late May or 
early June. Actually, students only "graduate" from high 
school and from college. They "finish" elementary 
school or junior high school. American students take far 
fewer tests than their Japanese counterparts, and pass-
ing from elementary school to junior high school, or 
from junior high school to high school, is usually not 
considered difficult. But high school graduation is 
marked by a large ceremony. Students wear graduation 
gowns and caps, parents come to watch, and many 
students have big graduation parties for their families 
and friends. Afterward, students have a summer break 
from June to mid-August, when the new school year 
usually starts.

日本とアメリカでの卒業式

　日本では、すでに新学期が始まっていますが、アメ

リカでは５月末から６月にかけて卒業式が行われま

す。厳密に言えば、高校や大学が“graduate”（卒業す

る）で、小中学校が“finish”（終了する）といった表現

をします。アメリカでは日本のように、小学校から中

学校、中学校から高校にかけてそこまで多く試験もな

いため、進学もそれほど難しくありません。しかし、

高校の卒業式は、盛大な式典によりお祝いが行なわれ

ます。生徒は卒業式のガウンや角帽を身につけ、両親

はその様子を見に来ます。そして、家族や友達のため

に盛大な卒業パーティを行います。それが終わると、

６月から新しい学校が始まる８月半ばにかけて、夏休

みとなります。

ＲebecaＲebeca’sＲebeca’s TwitterTwitterTwitter
レベッカのつぶやき

ときくに そういち

時国　惣一くん
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児
童
扶
養
手
当
は
、
お
子
様
（
18
歳
に
達
し
た

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
の
も
の
。
ま
た
は
20

歳
未
満
の
も
の
で
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の

状
態
に
あ
る
も
の
）
が
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算

の
対
象
で
あ
る
場
合
は
基
本
的
に
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
障
害
年
金
の
法
律
改
正
に
よ
り
平

成
23
年
４
月
１
日
以
降
は
児
童
扶
養
手
当
か
障
害

基
礎
年
金
の
子
の
加
算
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
受

給
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
児
童
扶
養
手
当
の
手
続

き
を
さ
れ
る
場
合
は
、
平
成
23
年
８
月
31
日
ま
で

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

●
児
童
扶
養
手
当
は
所
得
に
よ
り
、
手
当
額
が
異

20

な
る
た
め
所
得
超
過
の
場
合
は
全
額
支
給
停
止

と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

障
害
年
金
加
算
改
善
法
に
つ
い
て
は
年
金
事

務
所
ま
た
は
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
先

　
　

西
原
村
役
場
住
民
課　

児
童
扶
養
手
当
係　

　
　
　

☎
２
７
９‐

３
１
１
１

　

子
ど
も
手
当
は
、
平
成
23
年
４
月
〜
９
月
ま
で
の

６
ヶ
月
間
こ
れ
ま
で
と
同
じ
月
額
１
３
、
０
０
０
円

で
引
き
続
き
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

１
、
支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も

・
満
15
歳
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
に
あ
る

子
ど
も

２
、
手
当
月
額　
　

月
額
１
万
３
千
円

３
、
支
給
月

・
平
成
23
年
６
月
（
平
成
23
年
２
月
〜
５
月
分
）

・
平
成
23
年
10
月
（
平
成
23
年
６
月
〜
９
月
分
）

【
申
請
・
お
問
合
せ
先
】

　

役
場
住
民
課
健
康
福
祉
係　

☎
２
７
９‐

４
３
８
９

　

５
月
の
農
業
委
員
会
へ
の
申
請
受
付
の
締
切
り

は
、
５
月
13
日
（
金
）
で
す
。
内
容
確
認
・
調
査

等
が
必
要
で
あ
り
、
書
類
等
に
不
備
が
あ
れ
ば
委

員
会
に
掛
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
の
申
請
内
容
の
ご
相
談
、
申
請
書

の
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

農
地
の
売
買
・
貸
し
借
り
・
転
用
等
を
計
画
さ

れ
て
い
る
方
は
産
業
課
農
業
委
員
会
事
務
局
又
は

地
元
農
業
委
員
ま
で
早
め
に
ご
相
談
・
ご
連
絡
を

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
農
業
委
員
会
の
開

催
日
は
５
月
25
日
（
水
）
の
予
定
で
す
。

　

西
原
村
で
は
、
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減
量

化
・
堆
肥
化
を
促
進
す
る
た
め
に
、
電
動
式
生
ご

み
処
理
機
も
し
く
は
、
堆
肥
化
容
器
（
コ
ン
ポ
ス

ト
）
を
購
入
さ
れ
る
方
に
対
し
、
購
入
助
成
を
行

っ
て
い
ま
す
。

１
、
対
象
者　
　

西
原
村
に
お
住
ま
い
の
方
（
事

業
所
は
除
く
）
原
則
と
し
て
、
過
去
に
助
成

を
受
け
て
い
な
い
世
帯
に
限
り
ま
す
。　
　

２
、
対
象
機
種

（
１
）
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
（
乾
燥
式
・
バ
イ

オ
式
等
）

（
２
）
堆
肥
化
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）

３
、
助
成
金
額　
　

購
入
価
格
の
１
／
２
を
助
成

　

（
限
度
額
３
万
円
、
一
世
帯
１
台
限
り
）

４
、
購
入
店　
　

購
入
先
に
つ
き
ま
し
て
は
問
い

ま
せ
ん
。

注
意
事
項

　

購
入
希
望
の
方
は
、
事
前
に
見
積
書
・
カ
タ
ロ

グ
・
印
鑑
・
通
帳
を
揃
え
ら
れ
て
住
民
課
窓
口
へ

お
越
し
下
さ
い
。
購
入
後
の
申
請
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
せ
先
】

　

住
民
課
環
境
衛
生

　
　

☎
２
７
９‐

３
１
１
３

障
害
基
礎
年
金
の
子
の
加
算
の
運
用
の
見
直
し

に
よ
る
児
童
扶
養
手
当
と
の
関
係
に
つ
い
て

子
ど
も
手
当
は
引
き
続
き
支
給
さ
れ
ま
す

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算

の
間
で
受
給
変
更
が
で
き
る
場
合
と
は

児
童
（
18
歳
に
達
し
た
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
児
童
、
ま
た
は
20
歳
未
満
で

政
令
に
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
方
で
、
児
童
の
両

親
の
一
方
が
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
で
定

め
る
障
害
の
状
態
に
あ
る
こ
と
で
、
配
偶
者

に
支
給
さ
れ
る
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
基
礎

年
金
の
子
の
加
算
の
間
で
受
給
変
更
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

○
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年
金
の
子
加
算
の
間

で
受
給
変
更
が
で
き
な
い
場
合
と
は

母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
の
方
は
、
児
童
扶
養

手
当
と
障
害
年
金
の
子
加
算
で
受
給
変
更
が

で
き
ま
せ
ん
。

ご
存
知
で
す
か
？

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
購
入
助
成
制
度
の
ご
案
内
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歯
の
衛
生
週
間
（
６
月
４
日
〜
10

日
）
に
ち
な
ん
で
、
お
子
様
か
ら
高

齢
者
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
歯
の
健
康

に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

「
阿
蘇
の
歯
ま
つ
り 

in 

た
か
も
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
家
族
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時　

平
成
23
年
６
月
11
日
（
土
）

場
所　

高
森
総
合
セ
ン
タ
ー

予
定
内
容　

各
種
表
彰
、
作
品
展

示
、
歯
磨
き
指
導
等

【
問
合
せ
先
】
阿
蘇
地
域
歯
科
保
健

　
　
　
　
　
　

連
絡
協
議
会
事
務
局

　

☎
０
９
６
７‐

３
２‐

０
５
３
５

　

こ
ん
な
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
人
権
問
題
で
困
っ
て
い
る
と
き

◎
家
庭
内
の
こ
と
で
な
や
ん
で
い
る

と
き

◎
相
隣
関
係
で
困
っ
て
い
る
と
き

◎
借
地
・
借
家
で
困
っ
て
い
る
と
き

◎
相
続
・
遺
言
で
悩
ん
で
い
る
と
き

◎
金
銭
問
題
で
困
っ
て
い
る
と
き

　

「
児
童
福
祉
週
間
」
は
、
国
民
の

間
に
児
童
福
祉
の
理
念
制
度
の
周
知

を
図
り
、
国
民
の
児
童
福
祉
に
対
す

る
理
解
と
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
、
昭
和
22
年
よ
り
、
毎

年
、
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」

を
中
心
に
全
国
的
に
実
施
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

子
ど
も
や
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境

は
少
子
化
の
進
行
や
児
童
虐
待
の
増

加
、
子
ど
も
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

る
な
ど
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
が
、

心
身
と
も
に
健
や
か
に
生
ま
れ
育

ち
、
家
庭
や
地
域
で
心
豊
か
に
安

心
・
安
全
・
安
定
し
て
生
活
の
営
み

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

西
原
村
で
も
、
乳
幼
児
健
診
の
充

実
は
も
ち
ろ
ん
、
平
成
23
年
よ
り
６

年
生
ま
で
の
医
療
費
の
年
齢
引
き
上

げ
、
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
の
推

進
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
教
育
委
員
会
で
は
、
「
山
河

の
館
」
に
て
、
の
ぼ
り
旗
の
掲
揚
を

し
て
い
ま
す
。

「
阿
蘇
の
歯
ま
つ
り 

in 

た
か
も

り
」の
開
催
に
つ
い
て

「
特
設
人
権
相
談
所
」開
設

６
月
１
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す

◎
い
ろ
い
ろ
な
心
配
ご
と
や
困
り
ご

と
で
悩
ん
で
い
る
と
き

※

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

日
時　

６
月
３
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

場
所　

西
原
村
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

相
談
員　

西
原
村
人
権
擁
護
委
員

　

春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。
巣
立

ち
し
た
ヒ
ナ
が
落
ち
て
い
て
も
、
必

ず
親
鳥
が
世
話
を
し
ま
す
の
で
拾
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
熊
本
県
で
は
５
月
10
日
か

ら
６
月
９
日
ま
で
の
１
ヶ
月
間
を
指

導
取
締
強
化
月
間
と
定
め
、
違
法
捕

獲
等
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
県
民
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
お
住
ま
い
の
近
く

の
県
地
域
振
興
局
林
務
課
、
ま
た
は

県
庁
自
然
保
護
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
せ
先
】

　

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局　

林
務
課

　

☎
０
９
６
７‐

２
２‐

１
１
１
７

　

熊
本
県
自
然
保
護
課　

野
生
鳥
獣
班

　

☎
０
９
６‐

３
３
３‐

２
２
７
５

（
直
通
）
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家
庭
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
自
身

の
不
安
や
悩
み
、
子
ど
も
の
夢
、
将

来
の
希
望
に
つ
い
て
、
家
族
で
話
し

合
う
等
親
子
の
ふ
れ
あ
う
機
会
を
設

け
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
熊
本
県
少
子
化
対
策
課
よ

り
「
毎
月
15
日
は
肥
後
っ
子
の
日
」

の
の
ぼ
り
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
西

原
役
場
玄
関
と
に
し
は
ら
保
育
園
に

掲
げ
て
い
ま
す
。

　

県
民
み
ん
な
で
子
ど
も
の
育
ち
を

支
え
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
い
つ
も

生
き
生
き
と
輝
く
熊
本
の
実
現
を
目

指
し
、「
熊
本
県
子
ど
も
輝
き
条
例
」

を
平
成
19
年
に
制
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
県
民
一
人
ひ
と
り

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
学
校
、
職

場
、
事
業
所
な
ど
で
自
分
の
子
ど
も

に
で
き
る
こ
と
を
す
る
日
と
し
て
、

「
肥
ご
っ
こ
の
日
」
を
さ
だ
め
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
、〝
肥
後
っ
こ
〞
が
元
気

に
育
つ
よ
う
、
身
近
に
で
き
る
こ
と

か
ら
は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

平
成
23
年
度
児
童
福
祉
週
間
標
語

「
み
ん
な
お
い
で
よ
遊
ぼ
う
よ
」

「
５
月
５
日
〜
11
日
」
は
児
童
福
祉
週
間
で
す

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護
指
導
の
取

締
強
化
に
つ
い
て



　

４
月
１
日
か
ら
県
税
の
課
税
業
務
（
自
動
車

税
、
自
動
車
取
得
税
を
除
く
）
に
つ
い
て
、
各

地
域
振
興
局
の
課
税
部
門
を
熊
本
県
税
事
務
所

に
集
約
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し

て
は
、
申
告
書
等
関
係
書
類
の
提
出
先
が
変
わ

り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
窓
口
業
務
（
納
税
、
納
税
証
明
書
の

発
行
、
自
動
車
税
、
自
動
車
取
得
税
の
減
免
受

付
等
）
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
熊
本
県
税
事
務

所
、
各
地
域
振
興
局
税
務
課
及
び
自
動
車
税
事

務
所
で
行
な
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

菊
池
税
務
課

　
　

〒
８
６
１‐

１
３
３
１

　
　

菊
池
市
隈
府
１
２
７
２‐

１
０

　
　
　

☎
０
９
６
８‐

２
５‐

４
１
２
４

　

法
人
県
民
税
、
法
人
事
業
税
、
地
方
消
費

税
、
県
た
ば
こ
税
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
、
鉱
区

税
に
つ
い
て
は
県
内
全
域
を
熊
本
税
務
事
務
所

で
担
当
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

熊
本
税
務
事
務
所

　
　

〒
８
６
０‐

８
５
７
０

　
　

熊
本
市
南
反
畑
町
４‐

３
３

　
　
　

☎
０
９
６‐

３
５
２‐

４
１
１
１

平
成
23
年
度
４
月
１
日
か
ら
県
税
の
課
税

業
務
に
係
る
申
告
書
等
関
係
書
類
の
提
出

先
が
変
わ
り
ま
す

　

県
で
は
、
特
定
テ
ー
マ
ご
と
の
日
曜
日
労
働
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
来
所
ま
た
は
電
話
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
５
月
８
日
（
日
）】「
未
払
い
賃
金
に
つ
い
て
」

【
６
月
12
日
（
日
）】「
解
雇
、
退
職
勧
奨
・
退
職
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

退
職
金
に
つ
い
て
」

相
談
時
間
帯　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
ま
で

【
場
所
・
問
い
合
せ
先
】 

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア　

し
ご
と
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
９
６‐

３
５
２‐

３
６
１
３

　

※

テ
ー
マ
以
外
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

県
で
は
、
水
俣
病
被
害
者
の
方
に
対
す
る
救
済

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
方

は
、
か
つ
て
水
俣
湾
又
は
そ
の
周
辺
の
汚
染
さ
れ

た
魚
な
ど
を
た
く
さ
ん
食
べ
た
方
の
う
ち
、
両
手

足
の
先
等
に
感
覚
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
す
。
救

済
の
対
象
と
な
っ
た
方
に
は
、
水
俣
病
被
害
者
手

帳
が
交
付
さ
れ
、
一
時
金
や
療
養
手
当
、
医
療
費

の
自
己
負
担
分
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
せ
先
】 

　

熊
本
県
環
境
生
活
部　

水
俣
病
保
健
課

　
　

☎
０
９
６‐

３
３
３‐

２
３
０
６

特
定
テ
ー
マ
ご
と
の
日
曜
日
労
働
相
談
の
実

施
に
つ
い
て

水
俣
病
被
害
者
の
救
済
申
請
の
受
付
に
つ
い
て

Information

22

県たばこ税
手持品課税

住宅地又は事業
所の所在地

取得物件の所在
地

処分場の所在地

住宅地又は事業
所の所在地

住宅地又は事業
所の所在地

・納入（付）申告書
・免税軽油使用者証
・免税証交付申請書等

熊本県税事務所
　課税第一課
　課税第二課

玉名地域、鹿本地域、
菊池地域、阿蘇地域

熊本市、宇城地域、
上益城地域

管轄する課税地の
区分

提出先

八代地域、球磨地域、
芦北地域

天草地域

熊本県税事務所
菊池税務課

熊本県税事務所
　八代税務課

熊本県税事務所
　天草税務課

・個人の事業開始等
届出書

・納入（付）申告書
・課税免除申請書

・不動産取得の申告書
・減免申請書　等

・申告書 住所地

・申告書

狩 猟 税

不動産取得税

産業廃棄物税

個人事業税

軽油取引税

税　目 主な関係書類等 課 税 地



　

犬
は
、
狂
犬
病
予
防
法
で
生
涯
に
１
回
の
登
録

と
、
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
最
寄
の
会
場
で
接
種
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
規
の
登
録
も
行
え
ま
す
。
新
し
く
犬
を
飼
い

始
め
た
人
は
、
会
場
で
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
西
原
村
に
引
っ
越
し
て
来
た
人
で
、
前

住
所
地
で
登
録
し
て
い
た
人
は
、
前
住
所
地
で
交

付
を
受
け
た
鑑
札
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
日
及
び
料
金
は

次
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

５
月
25
日
（
水
）
午
前
９
時 

〜 

午
前
11
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

万
徳
【
種
場
所
】

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時 

〜 

午
後
２
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

小
野
公
民
館

５
月
26
日
（
木
）
午
前
９
時 

〜 

午
前
11
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

河
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時 

〜 

午
後
３
時
30
分
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

西
原
村
役
場

５
月
27
日
（
金
）
午
前
９
時 

〜 

午
前
11
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

高
遊
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

料　
　

金    

新
規
登
録
の
場
合

　

犬
の
登
録
手
数
料
・
・
・
・
・
３
、
０
０
０
円

　

狂
犬
病
予
防
注
射
手
数
料
・
・
２
、
５
０
０
円

●●●今月の情報
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狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
手
数
料
・
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
計　

６
、
０
０
０
円

狂
犬
病
予
防
注
射
の
み
の
場
合

　

狂
犬
病
予
防
注
射
手
数
料
・
・
２
、
５
０
０
円

　

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
手
数
料
・
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
計　

３
、
０
０
０
円

当
日
の
お
願
い

・
注
射
に
来
ら
れ
る
際
は
、
必
ず
畜
犬
注
射
票
の

用
紙
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
畜
犬
注
射
票
は

登
録
済
み
の
方
の
み
配
布
し
て
い
ま
す
）

・
犬
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
人
が
連
れ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

集
合
注
射
に
参
加
で
き
な
い
場
合

　

動
物
病
院
な
ど
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
た

後
、
獣
医
師
発
行
の
注
射
済
証
明
書
を
役
場
住
民

課
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
注
射
済
票
を
交
付
し

ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】　

住
民
課
環
境
衛
生
係

　
　

☎
２
７
９‐

３
１
１
３

　

Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
は
、
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
に
よ
っ
て
起
こ
る
肝
臓
の
病
気
で
す
。
自
覚

症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
検
査
を
受
け
な
い

と
、
肝
炎
で
あ
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

県
で
は
、
各
保
健
所
及
び
県
内
約
６
５
０
の
医

療
機
関
で
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
の
無
料
検
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
40
歳
以
上
で
ま
だ
一
度
も
検
査
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
方
は
、
早
め
に
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
検
査
は
採
血
だ
け
で
す
の
で
、
短
時
間

で
修
了
し
ま
す
。

　

な
お
、
県
で
は
、
肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治

療
費
及
び
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
剤
治
療
費
の
助
成
を
行

っ
て
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】　

熊
本
県
阿
蘇
保
健
事
務
所　
　

　

保
健
予
防
課

　

☎
０
９
６
７‐

３
２‐

０
５
３
５

　

肝
炎
の
方
や
そ
の
ご
家
族
が
互
い
に
気
軽
に
話

せ
る
場
所
を
提
供
し
、
肝
炎
治
療
等
に
つ
い
て
の

情
報
交
換
を
通
し
て
、
不
安
や
悩
み
を
解
消
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「
肝
炎
患
者
サ

ロ
ン
」
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
料
無
料
。
事
前
の

申
込
み
は
不
要
で
す
。

　

５
月
26
日
（
木
）
13
：
00
〜
16
：
00 

　
　

県
八
代
地
域
振
興
局

　

５
月
27
日
（
金
）
13
：
00
〜
16
：
00 

　
　

熊
本
大
学
医
学
部
付
属
病
院
山
﨑
記
念
館

　

６
月
３
日
（
金
）
13
：
00
〜
16
：
00 

　
　

県
玉
名
地
域
振
興
局

【
問
合
せ
先
】
熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課

　

☎
０
９
６‐

３
３
３‐

２
７
８
３

狂
犬
病
予
防
接
種
の
集
合
注
射
を
行
い
ま
す

肝
炎
は
早
期
発
見
が
大
切
で
す
！

無
料
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

肝
炎
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す



こ
の
た
び
、
４
月
１
日
付
け
で
、
荒
木
昭
一
さ
ん

が
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
を
再
び
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

の
２
年
間
で
す
。　

　

行
政
相
談
委
員
は
行
政
相
談
委
員
法
と
い
う
法

律
に
基
づ
き
、
行
政
運
営
の
改
善
等
に
熱
意
を
有

す
る
方
に
委
嘱
す
る
も
の
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
住
民
の
皆
様
の
毎
日
の
暮
ら

し
の
中
で
感
じ
た
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や

要
望
な
ど
を
直
接
受
け
付
け
、
住
民
と
役
場
の
パ
イ

プ
役
と
な
り
、
そ
の
解
決
・
実
現
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

荒
木
昭
一
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　

「
再
度
、
西
原
村
の
行
政
相
談
業
務
に
携
さ
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
住
民
の
皆
様
の
行
政
に

対
す
る
ご
意
見
、
要
望
、
苦
情
に
耳
を
傾
け
、
よ

り
よ
い
解
決
改
善
策
を
見
出
し
、
元
気
で
豊
か
な

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
手
助
け
を
す
る
決
意
で

す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
」

　

荒
木
昭
一　

☎
２
７
９‐

２
４
１
８

平
成
23
年
度
調
理
師
試
験
の
実
施

　

試
験
期
日　

８
月
31
日
（
水
）

　

試
験
会
場　

熊
本
県
立
大
学

受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
程
度
で
、
飲
食
店
や

給
食
施
設
な
ど
で
２
年
以
上
の
調

理
業
務
従
事
経
験
の
あ
る
方

　

願
書
配
布　

５
月
11
日
（
水
）
か
ら

各
保
健
所
、
県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課
な
ど

願
書
受
付　

６
月
13
日
（
月
）
か
ら
６
月
17
日

（
金
）
ま
で

提
出
先　
　

熊
本
市
居
住
者
↓
熊
本
市
保
健

所
、
熊
本
市
外
の
県
内
居
住
者
↓

県
保
健
所

【
問
い
合
せ
先
】　

　

最
寄
り
の
保
健
所
又
は

　

県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
　

☎
０
９
６‐

３
３
３‐

２
２
５
２

　

熊
本
と
静
岡
を
90
分
で
結
ぶ
、
フ
ジ
ド
リ
ー
ム

エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
熊
本
＝
静
岡
線
が
運

行
を
開
始
し
て
、
１
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。

現
在
５
機
の
小
型
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
運
行
中
で
す
。

　

１
日
１
往
復
の
運
行
な
が
ら
、
所
要
時
間
は
90

分
と
熊
本
と
静
岡
・
東
海
地
方
の
距
離
が
ぐ
っ
と

平
成
23
年
度
熊
本
県
調
理
師
試
験
の
実
施
に

つ
い
て

行
政
相
談
委
員　

荒
木
昭
一
さ
ん
（
前
鶴
）

法
務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
の
委
嘱

Information
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行政相談員
荒木　昭一さん

近
ま
り
、
新
た
な
出
会
い
と
交
流
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

県
で
は
、
両
地
域
の
交
流
を
更
に
促
進
す
る
た

め
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
を
利
用
し
て
静
岡
県
の
団
体
と
交
流

活
動
等
を
お
こ
な
う
３
名
以
上
の
団
体
に
対
し
、

１
人
あ
た
り
片
道
５
、
０
０
０
円
の
補
助
（
往
復

で
あ
れ
ば
１
０
、
０
０
０
円
）
を
す
る
「
交
流
団

体
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
た
だ
し
、
１
団
体
30
万
円
を
上
限
と
し

ま
す
。

　

県
内
の
民
間
団
体
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
申

し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
補
助
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
旅
行
に
出
発
さ
れ
る
前
に
、
県
交
通
政
策

課
へ
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
補
助
対
象
期
間
は
、
平
成
23
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
24
年
３
月
20
日
ま
で
に
出
発
す
る
旅

行
で
す
。

【
問
合
せ
先
】
熊
本
県
交
通
政
策
課

　

☎
０
９
６‐

３
３
３‐

２
１
６
５

熊
本
＝
静
岡
線
を
利
用
し
て
、
静
岡
と
交
流

し
ま
せ
ん
か
？

熊本　→　静岡

熊本発

10：20

静岡発

12：10

静岡着

11：45

熊本着

13：45

静岡　→　熊本



村のうごき
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総務課
企画商工課
教育委員会
議会事務局
会計課
税務課
産業課
経済係《農業委員会》
土木建築係
地籍調査係
住民課
住民・環境衛生係
健康福祉係
国保係
にしはら保育園

●３月31日現在の人口です

※高齢化率とは、65歳以上の人が人口に占める割合です

人口　　6,950人（＋２）
男性　　3,415人（＋１）
女性　　3,535人（＋１）
世帯数　2,382世帯（＋11）
高齢化率　　　24.0％

（前月比） 279‐3111
279‐3112
279‐4424
279‐4364
279‐4394
279‐4395

　
279‐4396
279‐3114
279‐4417

　
279‐3113
279‐4397
279‐4389
279‐2054

構造改善センター

社会福祉協議会（のぎく荘）

生涯学習センター(山河の館)

279‐3890

279‐4141

279‐4425

役場各課・係 直通ダイヤル☎

ONE SHOT

　写真は、新一年生（山西小）の登校の様子
です。高学年のお姉ちゃん達に手を引かれ、
笑顔で登校していました。

村の機関☎

土日、祝祭日は279‐3111へ
お願いします

大いなる今
　今回の大震災、復興に至るまでは、まだまだ

多くの困難が待ち受けていると想定される。

　一連の報道に日本人の強さを随所に感じな

がらも、自分の日常生活や地域や職場のあり

方等を振り返ってみる。国政も争いごとでない

状況にあり大連立の話も浮上している。改造

論や改革論は少し聞き飽きた。改造や改革の

影にある地道な改善が忘れられている。

「日本列島改善論」

西原村

お悔やみ申し上げます

山本スガ子

森下　義信

奥野今朝雄

森井　橘藏

片山アイ子

今村　重寛

勝間田照利

大石眞利子

（84）

（90）

（83）

（100）

（91）

（88）

（74）

（79）

山本　信雄

森下　義弘

奥野　長男

森井　正孝

片山　勝代

今村　武人

勝間田啓能

大石　祐司

下布田

北向・新屋敷

万　徳

医王寺

高遊中

下布田

小　野

高遊中

平成23年４月15日現在

さかもと こう き

まつなが くる み

はやしだ み さ

と がみ らさ

故人名（年齢） 遺族氏名 地区名

お誕生おめでとうございます

坂本　晃基くん

林田　美桜ちゃん

戸上　紗良ちゃん

松永　来未ちゃん

（出の口）

（宮山）

（高遊中）

（小園）

H23.3.3

H23.3.14

H23.3.24

H23.3.27

君博

和久

義浩

友和

平成23年４月15日現在

氏名（地区） 生年月日 保護者



県・村からの補助金

村民の方々の会費

香典返し、社会福祉事業
への寄附金など

ミニデイ、特定デイ、
福祉センター管理など

介護給付、利用者負担金

介護報酬（デイサービス、
ホームヘルパー、ケアプ
ラン料）、利用者負担金

法人会計より他会計へ
繰入金

平成22年度赤い羽根共同
募金運動による配分金

受取利息、雑収入、特定
利用料などその他収入

デイサービス、ホームヘルパー、
居宅介護支援事業所の運営費、
人件費

地域福祉権利擁護事業、
生活福祉資金貸付事業

消耗品等運営費、事務局人件費

地域福祉推進事業、
地域生活支援事業

高齢者・障がい者・児童青少年、
住民全般などの社協事業、各福
祉団体の支援

ミニデイ、特定デイ、
福祉センター管理など

障害者自立支援事業の諸経費

26

西原村社会福祉協議会

熊本県阿蘇郡西原村大字小森572

☎279-4141
　279-4140相談専用
　279-4388FAX

278号 ふれあいネットワークふれあいネットワークふれあいネットワーク

　子どももお年寄りも、障がいのある人もない人も、家族や地域社会の思いやりや連帯意識に支えられ、
村民一人ひとりが今日の営みに充実感と安らぎを持ち、生きがいの生活が送れるよう「住民参加と支え合
いによる福祉の村づくり」を目指します。

　社会福祉法人西原村社会福祉協議会は、地域福祉を推進する中核的な団体として、誰もが安心して心豊かに暮ら
すことのできる福祉のむらづくりの推進を使命とします。
　この使命達成のために、以下の基本目標に基づき事業活動を展開します。

平成23年度 西原村社会福祉協議会の主な事業と予算をお知らせします。

１．地域福祉推進による福祉コミュニティづくり（地域の福祉力［福祉課題の解決力］の充実と福祉の風土を創っていくた
め、行政をはじめ関係機関との連携を密にして、福祉コミュニティづくりを推進します。）　　
２．総合ボランティアセンターの機能強化（ボランティア等、住民の社会参加活動の支援及び福祉教育の推進など、ボランテ
ィア等の活動拠点としての基盤を整備すると共に、人材のスキルアップやネットワークを図ります。）
３．介護保険関連事業の円滑な推進（社会福祉協議会らしい介護保険関連事業を展開するため、地域福祉部門との連携を図
り、インフォーマルなサービスを合わせた総合的な支援体制の構築に努めます。）
４．組織経営・管理体制の整備（地域福祉活動の基本財源である社協会費や共同募金等への住民の理解促進に努め、安定した
事業経営の体制強化、基盤強化を図ります。）また、地域福祉活動計画に基づいて、行政、住民、社協の協働（パートナー
シップ）事業の推進強化に取り組み、社会福祉協議会としての公共性と公益性に根ざした経営理念を保持し、信頼･期待さ
れる社協、質の高いサービス提供事業所としての社協を目指します。本年度は、上記の方針で事業活動を推進しますが、社
会福祉協議会の活動を支えていただくのは地域住民であることから、社協の役割や支援活動の考え方などについて、正しく
広報・啓発しながら事業を展開していきます。

事 務 費

事 業 費

共同募金配分金事業

村受託事業費

障害者自立支援

介護保険事業費

県社協事業

予 備 費

福祉基金積立

当期末支払資金残高

円178,757,066
円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

26,118,706

5,404,000

3,285,026

11,091,000

586,000

81,739,553

241,400

60,000

100,000

50,131,381

178,757,066

支出総額

平
成
23
年
度
資
金
収
支
予
算

会 　 費

寄 附 金

補 助 金

受 託 金

障害者自立支援

共同募金配分金

介護保険収入

諸 収 入

経理区分間繰入金

前期末支払資金残高

円178,757,066
円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

2,202,000

4,100,000

18,913,000

11,071,000

956,840

3,285,026

82,454,000

1,146,200

7,129,000

47,500,000

178,757,066

収入総額

・福祉の村づくりを住民一体となり進めるために、地域の福祉課題
の的確な把握に努めると共に、地域の中で気軽に集える場所づく
りや、課題に対してみんなが支える仕組みづくりを進めます。

①やさしい村づくりネットワークの創造①やさしい村づくりネットワークの創造①やさしい村づくりネットワークの創造

・地域福祉の土台となるやさしさや思いやり、支え合う心を育むと共
に、住みよい地域づくりを担う人づくりのため、多様な福祉活動や
ボランティア活動等へ参加するきっかけづくりを推進します。

②福祉教育・ボランティア活動の推進②福祉教育・ボランティア活動の推進②福祉教育・ボランティア活動の推進

・安心して生活できる地域づくりのため、福祉ニーズに応じ
たきめ細やかな支援を行うと共に、福祉ネットワークの充
実を図っていきます。

③生活や地域に密着した福祉サービス支援体制づくり③生活や地域に密着した福祉サービス支援体制づくり

④社会福祉協議会基盤整備④社会福祉協議会基盤整備

③生活や地域に密着した福祉サービス支援体制づくり

・社協の安定的な経営のため組織体制の整備や財源の確保に努め
ると共に、地域住民が求める地域福祉活動の更なる充実発展に
全役職員で取り組み信頼される社協づくりを進めます。

④社会福祉協議会基盤整備

基 本
理 念

基 本
目 標

基 本
理 念

基 本
目 標

重点推進項目重点推進項目

ボランティアの方々によって東日本大震災の被災地へ送られる
支援物資の仕分け作業が行われました！
ボランティアの方々によって東日本大震災の被災地へ送られる
支援物資の仕分け作業が行われました！

東日本大震災義援金の送金の報告について
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ふれあいネットワーク

①やさしい村づくりネットワークの創造

②福祉教育・ボランティア活動の推進

③生活や地域に密着した福祉サービス支援体制づくり

④社会福祉協議会基盤整備　日頃より日本赤十字社の活動にご理解とご協力を頂きありがとうございます。
　東日本大震災義援金について皆様から多くの義援金を頂きありがとうございます。
　３月31日時点の日本赤十字社熊本県支部への送金額をご報告させていただきます。

ボランティアの方々によって東日本大震災の被災地へ送られるボランティアの方々によって東日本大震災の被災地へ送られる
支援物資の仕分け作業が行われました！支援物資の仕分け作業が行われました！
ボランティアの方々によって東日本大震災の被災地へ送られるボランティアの方々によって東日本大震災の被災地へ送られる
支援物資の仕分け作業が行われました！支援物資の仕分け作業が行われました！
ボランティアの方々によって東日本大震災の被災地へ送られる
支援物資の仕分け作業が行われました！

お 礼

集落名
万　徳
医王寺
北向新屋敷

故人氏名
奥野今朝雄
森井　橘藏
森下　義信

遺族氏名
奥野　長男
森井　正孝
森下　義弘

集落名
布　田
高遊
袴　　野

故人氏名
今村　重寛
片山アイ子
坂本ミネ子

遺族氏名
今村　武人
片山　勝代
坂本　忠夫

　次の方々より故人のご供養のため社会福祉協議会に多額の寄附をいただきました。故人のご冥福をお祈りしますと
共に心からお悔やみ申し上げます。

集落名 氏　　名 金　　額

匿　　名
今村　武人布　田

集落名 氏　　名 金　　額
200,000円
200,000円
200,000円

300,000円
10,000円

　次の方々より福祉事業に役立てて下さいとご寄付いただきました。

　日本赤十字社、共同募金会の第1次義援金配分額は、「住宅全壊・全焼・流失、死亡、行方不明者は35万円」、「住宅半焼、半
壊は18万円」、「原発避難指示・屋内退避指示圏域の世帯は35万円」を基準として、これに対象世帯・対象者数を乗じた額を
各被災都道県に配分することになりました。重ねて報告させていただきます。
　義援金の引き続きのご協力をお願いいたします。

　４月16日（土）益城町の熊本県消防学校で、4ヵ町村の約80名（西原村20名参加）の
ボランティアの方々によって衣類や文具用品、介護用品等の仕分け作業が行われました。

　１つ１つの品に「大変だったですね。少しで
もお役に立てればと思って…頑張ってくださ
い。」とかの応援メッセージが書かれたものも多
く、ボランティアに参加された方々も「感動しました。今日は本当に参加して良か
ったという気持ちが実感です。」という声が多くの方から聞かれました。
　今後も、お互いにたすけ愛、ささえ愛の気持ちでボランティアの輪が広がり、ネ
ットワークに繋がればと思います。

一般寄付

香典返し

　この尊い浄財は、ご寄附いただきました各位の趣意に添うべく、社会福祉のために有効に使用させていただきま
す。ありがとうございました。〔敬称略させていただき、掲載については承諾を得ています。４月14日受付分まで掲載〕

丹波　撃雄
森井　正孝
森下　義弘

布　田
医王寺
北向新屋敷

義援金内訳　西原村役場　￥2,205,794　西原村社会福祉協議会　￥1,330,311
　　　　　　ミルク牧場　￥33,385

合計金額　￥3,569,490

東日本大震災東日本大震災義援義援金の送金の報告について金の送金の報告について東日本大震災義援金の送金の報告について

平成23年度　日本赤十字社社員及び社費募集のお願い
　日頃より、日本赤十字事業について村民の皆様のご理解とご協力に感謝いたします。
　本年度も５月１日より５月31日を赤十字月間とし、新たな赤十字社員の募集と、社費のご協力をどうぞよろしくお願
いいたします。各区長様、組長様を通してお願いに回らせて頂きます。
　ご協力頂きました社費は、日本赤十字社の諸活動を推進し、地震等による災害支援活動や、医療スタッフの派遣、救
急法等の講習会の開催、ＡＥＤ等の配備、看護師の養成など、国内外の幅広い活動の財源として有効に使用されます。
　赤十字活動（社費募集）へのご質問等ございましたら、日本赤十字社熊本県支部西原村分区（西原村社会福祉協議
会）までお問い合わせ下さいませ。  

山西小元６年生有志より義援金
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村内32集落で開催されている
「ふれあいいきいきサロン」

男性料理教室

高齢者や障がい者のスポーツ大会

長期入所利用者の方々の「ふるさと見学会」

地域福祉活動推進事業

高齢者福祉事業

・ふれあいいきいきサロンの普及、充実
・いきいきボランティア講習会、リーダー研修会の開催
・小地域の見守りネットワーク体制の充実（阿蘇やまびこネットワーク）
・福祉協力員機能の充実
・とりあえずサービス支援や福祉出前サービスの実施　
・ふるさと見学会の開催

・老人クラブ活動への援助
・福祉球技大会、福祉ふれあいスポーツ大会、伝承遊び交流会の開催
・シルバーボランティアの発掘育成
・金婚式、ダイヤモンド婚、90才以上の高齢者お祝い訪問
・白菊会（戦没者妻の会の集い）
・一人暮らし及び高齢者夫婦世帯の集いや会食会の開催
・福祉牛乳の配布や定期訪問の実施
・一人暮らし高齢者と小学生との宿泊交流会の開催
・村長一日民生委員（民生委員の日行事）
・男性料理教室の開催
・緊急連絡カード（安心ネットワーク）の整備

障がい者・児福祉事業

・身体障がい者福祉協会、脳血管障がい者の会（りんどうの会）の支援
・手話入門講座の開催、手話サークル支援
・身障者スポーツ大会、グラウンドゴルフ・ペタンク大会等への参加支援
・会員交流会（親睦会）、球技大会の開催
・福祉施設入所利用者の訪問交流
・福祉機器、リフト車両等の貸し出し
・地域福祉権利擁護事業（福祉サービス利用援助事業）

住民全般福祉事業

・地域福祉懇談会・福祉講演会の開催
・社協会費、日赤社資、共同募金活動の推進
・ボランティア連絡協議会の自主活動の援助
・ボランティアニーズの発掘及び調査研究
・ボランティア登録、相談、斡旋機能の充実
・第16回のぎくまつりの開催
・ボランティア入門講座の開催
・災害ボランティアセンターとしての機能充実
・ボランティア活動保険、行事用保険加入の助成
・生活福祉資金貸付事業の実施
・各種備品等貸出事業の実施

児童・青少年福祉事業

・ボランティア活動協力校指定事業の実施
・ボランティアスクール、福祉体験学習（ワークキャンプ）の開催
・地域ふれあい探検隊の開催　　・関係機関との連絡会の開催
・やまびこふれあいだよりの発送
・小学生による「おじいちゃんおばあちゃんの笑顔」写真コンクール
・地域で世代間のふれあう場づくり支援(みんなでラジオ体操運動の推進)

一人親世帯の福祉推進
　・母子寡婦福祉協議会の活動支援
　・ふれあい行事の開催、ふれあいレクリエーションの実施

地域生活支援体制整備評価事業（のぎくふれあい総合相談センター）
住民グループ支援事業（地域生活支援事業）

ボランティア体験学習

いきいきボランティア養成講座

　福祉協議会の主な事業実施計画平成23年度 西原村社会　　　福祉協議会の主な事業実施計画　福祉協議会の主な事業実施計画
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広報活動

・社協だより（毎月）及びボランティア情報（随時）発行
・のぎく荘だよりの発行（年２回）
・福祉協力員通信、リーフレット、チラシ等の発行
・ホームページの充実

共同募金の推進

・10月1日～12月31日 共同募金運動の推進
・種別募金のお願い(戸別募金、法人募金、老人クラブ募金、大口募金、
　職域募金、学校募金、街頭募金、興行募金、赤い羽根協力店募金等)

指定管理者制度

日本赤十字社事業

・５月の赤十字月間に日赤社資のお願いと会員募集
・災害地支援や災害義援金の募集、日赤救援物資の対応
・救急員養成救急法講習会、AED（自動体外式除細動器）講習会
　防災ボランティア復習会の開催

社協基盤強化

・社協会員会費制度への理解と協力のお願い
・共同募金配分金の有効活用
・第３次地域福祉活動計画の推進
・職員の資質向上と研修強化、危機管理の徹底
・社協地域福祉基金の増額
お客様相談センター（第三者委員会）
　・福祉サービス利用者の皆様からの苦情受付窓口の開設

地域福祉センター管理運営

福祉団体等への支援

・西原村民生委員児童委員協議会事務局
・　〃　相談員連絡協議会事務局
・　〃　老人クラブ連合会事務局
・　〃　身体障がい者福祉協会の支援、協力
・　〃　ボランティア連絡協議会の支援
・　〃　脳血管障がい者（りんどうの会）の支援、協力
・　〃　介護者の会（のぎくの会）の支援、協力
・　〃　母子会の支援
・　〃　地域生活支援センターNPOにしはらたんぽぽハウスの支援

子育て支援事業

介護保険関連事業

・居宅介護支援事業（介護サービス計画・介護予防ケアプラン作成）
・通所介護事業（デイサービス）
・訪問介護事業（ホームヘルプサービス）
地域支援事業(村受託事業)
・通所型予防介護事業（特定高齢者及び準特定高齢者デイサービス）　
・軽度生活支援事業（特定高齢者訪問介護）　　　　　　
・ミニデイサービス（27集落公民館×年3回）　　　　　
・家族介護支援事業（在宅介護者のぎくの会）
障がい者自立支援事業
　・障がい者の在宅支援ホームヘルプサービス（身体、知的、精神）
障がい者（児）福祉サービス事業
　・障がい者（児）デイサービス

保育園児や小中学生との交流

介護保険事業や介護予防事業

のぎくまつり

子育てサポートセンター事業

防災ボランティア等講習会

平成23年度 西原村社会　　平成23年度 西原村社会　　　福祉協議会の主な事業実施計画平成23年度 西原村社会　　

・子育てサポートセンターのぎく運営　・幼児安全法講習会の開催
・子育て広場づくりや子育てサークル活動の支援・子育てリーフレットの作成
・児童虐待防止やＤＶ等に関して関係機関との連携
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　４月の始めの暖かい日お花見が開かれました。
　晴天にも恵まれグラウンドゴルフを全員でやっ
た後に昼食をはさんでの楽しいひとときでした。
　燦々と降り注ぐ太陽の下、久しぶりに体を動か
し益々元気を取り戻すことのできる良い一日とな
りました。

　金丸愛虎君のサ
ポートは川本友子
さん（河原団地）。

　お母さんの用事の為の支援です。
　８ヶ月の愛虎君もおりこうにお母さん
の帰りを待つことが出来ました。

　公民館の窓越しに満開の桜を見ることができ、
絶好のお花見日和。
　いろんな話で盛り上がる中に「座ってばかりも
いかんもんな～」と時には部屋の中をグルグル回
り足の運動をされる姿も見られました。
　自分の体の状態をを知ってるゆえに自然と体を
動かす習慣がみについているようです。

　年１回の“ゆっくりお話タイム”
　これが当事者の方々には一番の楽しみ。
　公的なサービスを利用されている方が多くなった事もあり、元気な方が“のぎく荘”へ訪問する形で再会
を果たす事が出来ました。
「今日は本当に最高の日でした」と大変喜んでいただき「また会いましょう」と約束し散会されました。

●風当サロン ●馬場サロン今年度ミニデイサービスが始っていま～す！

サロン活動サロン活動報告報告サロン活動サロン活動報告報告サロン活動報告

白菊会
（戦没者妻の会）
白菊会
（戦没者妻の会）

子育てサポートセンター・のぎく活動報告子育てサポートセンター・のぎく活動報告子育てサポートセンター・のぎく活動報告

のぎくの会（在宅介護者の会）

　古庄伊桜里ちゃん（左）の
送迎サポートは池田誉子さん
（土林）。
　保育園終園から自宅までの
送りの毎日型のサポートです。
　始めてのサポートでもあり
家族と連携を取りながら良い
関係が築けるよう心がけたい
と思います。

ザ！
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男の料理人男の料理人

　村内にお住まいの皆さまが介護が必要な状態に陥ることなく生き生きとした生活を送
り、いつまでも元気で住み慣れた地域で暮らせるよう介護予防を目的に行っています。
　年３回各公民館で開催予定です。ご近所お誘い合わせのうえ参加をお待ちしており
ます。

参加希望の方は５月31日（火）までに下記へご連絡
下さい

お問合わせ：
　西原村社会福祉協議会　電話279－4141

（男性料理教室）

今年度ミニデイサービスが始っていま～す！今年度ミニデイサービスが始っていま～す！今年度ミニデイサービスが始っていま～す！

サロン活動報告サロン活動報告参加者募集のお知らせ

平成２２年度受講生のみなさん

子育てサポートセンター・のぎく活動報告

のぎくの会（在宅介護者の会）のぎくの会（在宅介護者の会）のぎくの会（在宅介護者の会）

これは誰もが抱く希望です。

　でも、在宅での生活にはご家族の介護負担が発生します。

　介護をなさる誰もが感じるストレスを仲間と一緒に解消

しリフレッシュを図りながら在宅介護に意欲的に取組んで

いただくために「のぎくの会」があります。

　入会希望の方は下記へご連絡下さい。

ザ！ザ！ザ！
　男性も料理をする時代！
　料理なんてと思っていると大変なことになるかもしれ
ません・・。
「作る楽しみ」「味わう喜び」そして仲間がいることが生
活に張りも出てきます。
　この機会に挑戦してみてはいかがでしょうか？
毎月第２土曜日を予定しています。

１回目 ２回目 ３回目
健康づくりについて 老化は足から 認知症の予防

募集対象：在宅で介護をなさっている方
申込：お問合わせ　西原村社会福祉協議会　電話279－4141

「介護が必要になっても出来る限り住み慣れたわが家で過ごしたい」「介護が必要になっても出来る限り住み慣れたわが家で過ごしたい」
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被災地を想い学童野球募金活動
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SLightpot

スポットライト

「たけのこごはん」「たけのこごはん」「たけのこごはん」

米・麦

とりミンチ

たけのこ

にんじん

さやいんげん

油揚げ

乾しいたけ

みりん

うす口醤油

砂糖

酒

66ｇ

10ｇ

30ｇ

7ｇ

5ｇ

5ｇ

0.8ｇ

2ｇ

6ｇ

2ｇ

3ｇ

材料（１人分）

①　ごはんは、少し硬めに炊きあげます。

②　とりミンチをから炒りし、小さめに切った材

料を炒め、しいたけの戻し汁を入れ煮込みま

す。

③　②に味を付けます。少し塩辛いくらいにして

おきます。

④　③を①に混ぜ込みます。

＊たきこみごはんもおいしいです。

＊たけのこは食物繊維(せんい)が豊富です。繊維

分は、便秘の改善や大腸がんの予防、コレステ

ロールの吸収を抑える働きをします。

つ く り 方

西原中学校４月１４日給食

〒861-2492　熊本県阿蘇郡西原村大字小森3259　TEL 096-279-3111／ FAX 096-279-3506

表紙説明

　写真は、西原中学校での入
学式の様子です。
　制服に身を包み、少し緊張
気味な表情が印象的でした。
　西原中学校での生活のなか
で、部活動に勉強にがんばっ
てくれることでしょう。

▲村長と学童野球の子ども達

作っちゃ
おう

食べちゃ
おう！

エネルギー　303kcal
たんぱく質　8.8g　
鉄分　　　　1.1㎎
食物繊維　　2.3g

栄養価（１人分）


